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究センター、1984 年 2 月）のような参考書があり、教科書の内容を調べることができる。
しかし漢文にはそれに類するものが少ない。教科教育学の歴史をたどる著作は、出版当時
のカリキュラムをもとに教科の歩みを振り返るので、独立した教科ではない漢文は著述の
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な教科書については、海後宗臣ほか編『日本教科書大系』近代編 26 巻（講談社、1961 年
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2015 年 3 月）としてまとめられた。特にメリトクラシーの観点から漢文教育史研究の新
たな側面を開拓している。
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明治 20 年代までは丸本教科書を中心として漢文を学び、明治 30 年代後半に入ると雑纂
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と説明する 35。しかし、この『中学漢文読本』は明治 35 年 2 月発行の訂正再版ではあるが、
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明治期における漢文教材の変遷は、明治 10 年代（1877―1886）、明治 20 年代（1887
－1896）、明治 30 年代前半（1897－1901）、明治 30 年代後半（1902－1906）、明治 40 年
代（1907―1912）と区分した。この時期区分の根拠は代表的な教材の採録傾向にある。






明治 10 年代で一区切りを付けたのは。明治 19 年（1886）にいくつかの制度の改正があ
ったためである。同年公布の「小学校ノ学科及其程度」により小学校の漢文学習が削られ、

















0 2 0 7 33 19 明 10
0 8 2 20 64 29 明 20
16 29 15 81 81 64 明 30 前
34 33 59 61 86 76 明 30 後
24 18 88 88 86 93 明 40




の整備のほか、10 年代で用いられていた修身科や歴史科の漢文体教科書が 20 年代に入る
と数を急激に減らし、漢文科で扱われることになる。こうしたいくつかの変化があるため、
明治 10 年代と 20 年代を分けた。
明治 20 年代は、文範型編集本の編集がほぼ終わり、従来見られなかった教科書編集の
工夫がなされ始め、明治 30 年代前半にそれらが大きく発展することになる。その意味に
おいては 20 年代から 30 年代前半は連続しているが、明治 30 年（1897）から教材の出典
の幅が広がり、表 1 のように各教材の採録の割合が格段に高まるため、明治 20 年代と明













































繹との共編『新撰漢文講本』三巻（富山房、1899 年 2 月―4 月）を編集し、その主張を実
践した。
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教育令」（太政官布告第 59 号）では、修身科が筆頭教科となった。こうした政策により、
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から、小学校高学年で読書科の指導内容である「読方」で漢文を扱うことができるように
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までの約 5 年間、年齢で言えば 9 歳から 14 歳位までである。小学校中等科以上を卒業し






具体的な指示ではない。その後明治 19 年（1886）5 月 25 日公布の「小学校ノ学科及其程
度」では読書科の項目から漢文が削除された。
明治 17 年（1884）1 月 26 日公布の「中学校通則」（文部省達第 2 号）では中学校での
教育に「忠孝彝倫ノ道ヲ本トシテ高等ノ普通学科 75」を授けるように規定された。この箇
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人物の出身地で分けると日本 202 篇、中国 78 篇、西洋 61 篇となり、現時点の調査では西










気機」の出典はマーティン（ William Alexander 
Parsons Martin 漢名、丁韙良）『格物入門』である〔気学中章・論蒸気・瓦徳気機方為
                                                  
82 那珂通高・稲垣千頴「例言」、同編『小学読本』巻四、愛知師範学校蔵版、1873 年序、例言表。
83 阿部弘蔵「例言」、同編『小学漢文読本中等科』巻上、原亮三郎（発売）、1883 年 10 月、例言［表］。


























読本中等科』六巻（文部省、1883 年 9 月序）は「身近な事実を取材し、しだいに深遠な
理論に及ぼしている。内容は、道徳、歴史、理科、地理など、広い領域に関係し、総合読
                                                  






れている 87。明治 20 年（1887）前後には、多岐の分野にわたるテーマから構成された小学




















                                                  
86 海後宗臣・仲新編『近代日本教科書総説 目録篇』、講談社、1969 年 7 月、74 頁。
87 師範学校編『小学中等科読本』巻一、［ 1883 年］、目次。引用は小教編纂所編『大日本小学教科書総
覧 読本篇 普及版』巻上、二瓶一次、 1933 年 11 月、171 頁。
88 高木まさき「田中義廉編『小学読本』の研究――大改正本から私版本へ――」『読書科学』第 47 巻第








して原文を載せる。『漢文習文活法』は全部で 300 題あり、第 1 問は原文 4 文字で、第 300









五 明治 10 年代の漢文教科書と漢文教材の傾向
明治初期から 10 年代までに編まれた編集本の漢文教科書を、巻末の資料から抜き出し
て傾向を探る。文範型と読本型に分類し、さらに国別、収録教材別に分けたのが表 2 であ
る。表 2 をもとに明治 10 年代の漢文教科書の編集方針を整理する。
明治 10 年代の特色はまず、入門教材のとらえかたに現れている。文範型の日本漢文の
みを収めた教科書が 31 種確認できたように、初学者向けの教材として日本の作が多く採
                                                  
89 滑川道夫「明治作文綴方の視点」、同『日本作文綴方教育史 1〈明治篇〉』、国土社、1987 年 8 月、［2］
頁。
90 内堀維文『中等教育漢文教授法』（金港堂書籍、1903 年 12 月）には実践報告として短文の漢作文の
効果が記されている（179－180 頁）。
91 古田島前掲注 22 に、おそらく最初に復文という単元を設けた国語漢文研究会『中等漢文教科書』五


























































































































                                                  










は中学校用の教科書を中心に述べる。明治 19 年 6 月 22 日制定の「尋常中学校ノ学科及其
程度」（文部省令第 14 号） により、尋常中学校は就業年限が五年と定められ、それに合
わせて巻数も五巻のものが多く、明治 20 年代末から 35 年（1902）頃までは十巻のものも
編まれていた。一冊あたり 60 頁から 120 頁程度の分量を、一年間で一、二冊仕上げてい
くような進度であった。明治 27 年（1894）の「尋常中学校ノ学科及其程度」改正前まで
の教科書における初学者用教材に関する編集方針について整理を試みる。










                                                  


























                                                  
94 若林虎三郎・白井毅編『改正教授術』［正］巻一、普及舍、1883 年 6 月、2 丁表―裏。唐沢富太郎編
「明治初期教育稀覯書集成」［第 1 輯］5（雄松堂書店、1980 年 8 月）所収のものを使用。
95 田甫桂三「明治におけるヘルバルト教育学の紹介とその背景」『武蔵野音楽大学紀要』 3 号、武蔵野
音楽大学、1969 年 12 月、109 頁。
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100 秋山四郎「例言」、同編『漢文読本』巻一、原亮三郎、1891 年 10 月、例言 2―3 頁。
101 同上、例言 1 頁。
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104 「勅語」『官報』第 2203 号、内閣官報局、1890 年 10 月、402 頁。
105 中村鼎五「緒言」、同編『日本漢文学読本』巻首、中島精一・目黒甚七、1893 年 7 月、1 丁表―裏。



























                                                  
107 今泉定介・深井鑑一郎共編『修身科用教育勅語例話』、吉川半七、1892 年 10 月。古田紹欽編『教育
勅語関係資料』第四集、日本大学精神文化研究所・日本大学教育制度研究所、 1977 年 1 月所収、
391―392 頁。









   レ
論二
   シ
道徳一








   リ
其書
   ノ
在一
   ル
焉。非三
   ル
斯書之所二

























                                                  
109 中根淑「序」、同編『新撰漢文読本』巻一、吉川半七、1892 年 9 月、序 6 頁。



























                                                  
112 深井鑑一郎『中等教育標註漢文入門』、吉川半七、1892 年 11 月、凡例 1 丁表。




























明治 27 年 3 月 1 日の「尋常中学校ノ学科及其程度」の改正（文部省令第 7 号）により、
中等教育における漢文科の方向性が示された。国語及漢文科の時間増加を改正の要点とし、























                                                  
114 『官報』第 3199 号、内閣官報局、1894 年 3 月 1 日、2 頁。
115 同上。
116 同上、3 頁。
























































                                                  
118 前掲注 113、1 丁表。
119 同上。


























                                                  
121 秋山四郎「例言」、同編『中学漢文読本』巻一、金港堂書籍、例言 1 丁表―裏。





















成である。全 71 篇のうち 50 篇が和文・書き下し文、21 篇が漢文であり、交互に配置し
てある。効果については説明がないが、おそらく漢文に慣れさせるために用いられたので
あろう。一方、書き下し文の間に漢文を挿むのではなく、完全に書き下し文から学習する
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123 前掲注 97、凡例 1 丁裏。
124 村山自彊「例言」、同編『中等教育漢文学教科書』巻一、例言 6 頁。（ ）は割注を示す。
125 「国民ノ二大義務一」『帝国読本』巻八、集英堂、1893 年 9 月。『日本教科書大系』近代編第五巻国
語（二）、1964 年 3 月、574 頁。


























































                                                  
127 指原安三「凡例」、同編『漢文読本』巻一、普及舎、 1897 年 2 月訂正再版、凡例 [1]丁。
128 同上、1 丁表。
129 同上、6 丁裏。































る。それが明治 30 年代に発展していくが、その前に明治 20 年代の漢文教科書の編集方法
について整理を行う。
五 明治 20 年代の漢文教科書
明治 20 年代の漢文教科書が明治 10 年代の編集方法とどのように異なるのかを整理する。
表 3 は、出典や作者が明記された編集本について文範型と読本型に分け、さらに収録教材
を中国漢文、日本漢文、西洋漢文に分類したものである。
                                                  




































































                                                  
132 村山自彊ほか「例言」、同編『中等教育漢文読本』第一編上、大倉保五郎、 1892 年 6 月、例言 3 丁
表―裏。



























                                                  






























                                                  


























                                                  
136 遊佐誠甫・富永岩太郎『初学漢文教授法』、集英堂、［1898 年］、3―4 頁。
137 山本正身「日本におけるヘルバルト派教育学の導入と展開」『慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要


























                                                  
139 富永岩太郎「教授上智識統一の必要を論じ併せて之れが方法を略述す。」『教育報知』第 437 号、東
京教育社、1894 年 9 月、8 頁。
140 石原和三郎・富永岩太郎『心理実験応用教授法』、森山章之丞、 1899 年 11 月、10－11 頁。




























                                                  
142 前掲注 136、9 頁。





に対する批判が考えられる。明治 30 年（1897）9 月、文部省は未だ整備されていない中
学校教育の統一をはかるため、各界の専門家による尋常中学校教科細目委員会を設け、各
教科の教授内容の調査を行った。そして翌年、教科の目的から教授内容や方法等をまとめ
















                                                  
144 島田重礼・那珂通世「尋常中学校漢文科教授細目」、文部省高等学務局『尋常中学校教科細目調査報
告』、三協［印刷］、1898 年 6 月、漢文科 1 頁。





体による『東京新繁昌記』五編（1874 年 4 月―12 月）を刊行して文名を上げた作家とし






















                                                  
146 福山義春・服部誠一「中等教科漢文読本凡例」、同編『中等教科漢文読本』巻一、阪上半七、 1899




















初版は「細目」配布とほぼ同時期の明治 32 年（1898）7 月出版である。しかし、「細目」
の試案とあまり変わらない。中等教育の整備が進められている中、「細目」は新しい漢文教
育の方向性を打ち出すのではなく、従来の一般的な教材構成であったことがわかる。初版
と訂正再版を比較すると、初版全五巻の総頁数 977 頁、総教材数 614 篇から、訂正再版は
総頁数 680 頁、総教材数 445 篇に絞った。基本的には重複するような同種の教材を削除し
ているが、「細目」をふまえたと見られる修正は巻三に顕著に現れている。巻三の初版で採
られていた『蒙求』79 篇は、訂正再版では 24 篇の『通鑑擥要』を出典とした教材に入れ
替えられた。これは「細目」の第三学年の教材案にその名前が挙げられているため、訂正
再版編集時に「細目」をもとに修正を加えたのであろう（この教科書については改めて第
                                                  
























                                                  



























                                                  
149 重野安繹・竹村鍛「例言」、同編『新撰漢文講本』巻一、富山房、1899 年 2 月、1 頁。
150 前掲注 149 に同じ。



























                                                  
152 前掲注 149、例言 1－2 頁。







亦可ならずや 155」と提案する。「漢文学の耆宿」として選ばれたのが、明治 32 年（1899）
当時、70 代前半であった共著者の重野安繹である。おそらく自作の教材はすべて重野の手
になるものである。

















                                                  
154 前掲注 149、例言 2 頁。

































                                                  
156 前掲注 149、例言 2 頁。
























                                                  
158 三土忠造「重野安繹竹村鍛同纂新撰漢文講本入門を批評す」『東京茗渓会雑誌』第 194 号、東京茗渓
会事務所、1899 年 3 月、42 頁。












































































                                                  
160 前掲注 109、凡例 1 丁表。



























                                                  
162 前掲注 149、例言 4 頁。
163 石田羊一郎・牧野謙次郎「例言」、同編『新編漢文読本』第四編上巻、丸善書店、1898 年 5 月、［例
言裏］。
























解『支那文典』（小林新兵衛、1877 年 11 月）等の和刻本が編まれた。編者は大槻に許諾
                                                  
165 青柳篤恒編『評釈支那時文軌範』、博文館、1907 年 1 月、2 頁。


























                                                  
167 前掲注 136、93 頁。
168 大槻文彦「例言」、同解『支那文典』乾、小林新兵衛、1877 年 11 月。六角恒広編『中国語教本類集
成』第 4 集（不二出版、1994 年 4 月）所収のものを使用（2 頁）。
169 「時事寓感 漢文講習法一変の時機」『教育時論』第 481 号、開発社、1898 年 8 月、34 頁。





























                                                  
171 国光社「中等漢文読本緒言」、同編『中等漢文読本』巻一、深辺祐順、1897 年 9 月、［緒言裏］。





【表 4】明治 30 年代前半の読本型編集本一覧
中 日 中 日 西
宮本正貫『中等教科漢文読本』明 30
指原安三『漢文読本』明 30 訂再










































34 訂再・明 34 訂八





























































                                                  
173 『官報』第 5575 号、印刷局、1902 年 2 月 6 日、107 頁。
79


























                                                  


















漢文講本入門』出版後で、「要目」制定前の編集本 42 種のうち、22 種の教科書が句例に類









































                                                  
176 法貴慶次郎編「例言」、同編『漢文読本』巻一、元元堂、1904 年 12 月、例言 1 頁。
177 前掲注 176 に同じ。
82
時文教材が明治 30 年代後半に採録数を増やした要因は、明治 36 年（1903）2 月、全国
的な教育者の組織である帝国教育会の漢文教授法研究部の決議案であろう 178。漢文科廃止
論の高まる中、明治 35 年（1902）12 月、帝国教育界内に漢文教授法研究部が設立され、
漢文の教授内容について調査が行われた。翌年の 2 月 14 日、当該研究部は「中学校に於
て教授する漢文に時文を加ふるの可否」を討論により可決した 179。研究部会では常議員の


















                                                  
178 打越孝明「明治三十年代後半の中学校漢文教育存廃論争について――第七回高等教育会議への廃止
建議をめぐって――」（『皇学館論叢』第 24 巻第 5 号、皇学館大学人文学会、1991 年 10 月、49―54
頁）を参照した。
179 「会報 漢文教授法研究部」『教育公報』第 269 号、帝国教育会、1903 年 3 月、53―54 頁。
180 同上、54 頁。
181 「会報 漢文教授法研究部」『教育公報』第 274 号、帝国教育会、1903 年 4 月、28―29 頁。






























                                                  
185 法貴慶次郎「中学の漢文科（続）」『教育界』第 3 巻第 8 号、金港堂、1904 年 5 月、67 頁。
186 前掲注 176、例言 1 頁。
187 同上、例言 2 頁。






三 明治 30 年代後半の漢文教科書
明治 30 年代後半の編集本の傾向を整理したのが表 5 である。明治 30 年代前半に編まれ
ていた文法型の教科書はなくなり、読本型のみとなる。その要因の一つは、句例集を独立
した単行本で出すのではなく、教科書の中に取り入れることが定着したためであろう。
【表 5】明治 30 年代後半の読本型編集本一覧









明治書院編輯部『中学読本』明 35・明 36 訂再・
明 36 訂三・明 36 訂四
普通教育研究会『改訂中学漢文読本』明 35














宮本正貫『中学漢文教科書』明 35・明 36 訂再
弘文館『訂正中学漢文読本』明 35 訂三・明 36
訂四











法貴慶次郎『漢文読本』明 37・明 38 訂再


















宇野哲人『新撰漢文読本』明 37・明 38 訂再
鈴木静ほか『中学漢文』明 37
国語漢文専攻会『新撰漢文教科書』明 37
秋山四郎『新撰漢文読本』明 38・明 39 訂再






































                                                  
189 土岐政孝「例言」、同編『中等漢文教科書』巻一、興文社、 1905 年 11 月、［例言］。


























                                                  
191 『官報』第 7592 号、印刷局、1908 年 10 月 14 日、343 頁。



























                                                  
195 小柳司気太「中等教育に於ける漢文の地位を論じて其教授法に及び併せて文部省に望む」『東亜の光』
第 4 巻第 8 号、東亜協会、1909 年 8 月、55 頁。


























                                                  
197 同上、56 頁。

























                                                  
200 同上、59 頁。
201 神津包明「中学校の国語漢文教科書について（完）」『教育時論』第 663 号、開発社、1903 年 9 月、
12 頁。
202 同上。


























                                                  
























                                                  
205 市村瓉次郎「日本国民と漢文学」、同編『中学漢文読本巻一参考書』、金港堂書籍、1910 年 9 月、［日
本国民と漢文学］9 頁。

















明治 44 年（1911）7 月 31 日には「中学校令施行規則」が改正された（文部省令第 26
号）。国語及漢文科の漢文に関する規定は、「平易ナル漢文ヲ講読セシメ 209」と記されてい








                                                  
208 山根安太郎『国語教育史研究―近代国語科教育の形成―』溝本積善館、1966 年 3 月、344 頁。
209 『官報』第 8432 号、印刷局、1911 年 7 月 31 日、670 頁。
210 長谷川滋成『漢文教育史研究』、青葉図書、1984 年 12 月、26 頁。



























































                                                  
213 前掲注 209、674―675 頁より抜粋。




























                                                  



























                                                  
216 同上、3―8 頁より抜粋。
















































四 明治 40 年代の漢文教科書
明治 40 年代の編集本の傾向を整理したのが、表 6
である。読本型編集本の他に、三島中洲『初学文章軌範』も発行されていたが、この初版
は明治 10 年代で、やはり文範型編集本は編まれていない。
【表 6】明治 40 年代の読本型編集本一覧
中 日 中 日 西
普通教育研究会『再訂中学漢文読本』明 40 訂  
再
宝文館編輯所『中等漢文読本』明 41・明 41 訂
再
                                                  






国語漢文会『新編漢文読本』明 40・明 41 訂再









鐘美堂編輯所『中学漢文』明 42・明 43 訂再
市村瓉次郎『中学漢文読本』明 42・明 43 訂再・











簡野道明『新編漢文読本』明 44・明 44 訂正
服部宇之吉『服部漢文新読本』明 44・明 45 訂
再
秋山四郎『新編漢文読本』明 44・明 45 訂再
服部宇之吉『漢文新読本』明 41・明 42 訂再
内田周平『中学漢文読本』明 41
同『増訂中学漢文読本』明 44・明 45 訂正
深井鑑一郎『中等漢文定本』明 42・明 42 訂再
同『訂正中等漢文定本』明 44 訂三・明 44 訂四
啓成社編輯所『帝国漢文読本』明 42・明 43 訂
再
真宗京都中学『中学漢文定本』明 43－44




飯田御世吉郎『漢文読本』明 44・明 45 訂再
岡田正之『新定漢文読本』明 44・明 45 訂再
さて、表 6 の比率を見ると中国漢文・日本漢文による構成の教科書が格段に増え、明治








扱いであった。明治 20 年代以降、生徒が実際に手にする抄本が編まれ始め、明治 20 年代
は 25 種、明治 30 年代前半は 54 種、明治 30 年代後半は 39 種発行された。明治 40 年代






















た『新撰漢文講本』収録の教材で、30 年代から 40 年代にかけて他の教科書に採られたも





























































































































                                                  
219 前掲注 148、12 頁。
220 吉田裕久「明治三〇年代初期の国語教科書論―「小学読本編纂法（三土忠造稿）のばあい―」『国語




























                                                  
221 甲斐雄一郎「読書科の教材構成」『人文科教育研究』第 27 号、人文科教育学会、2000 年 8 月、83―84
頁。


























                                                  
223 興文社編『訂正新定漢文』巻一、興文社、1900 年 7 月、例言 1 頁。


























                                                  
225 前掲注 224 に同じ。
226 同上、181 頁。




泉定介・須永和三郎編『尋常小学読書教本』巻四、辻太、1984 年 12 月訂正再版等）、後
者は食べ物を粗末にしないようにという教訓が盛り込まれている（学海指針社編『帝国読































































                                                  
















































                                                  
229 学海指針社編『帝国新読本』巻四、学海指針社、 1896 年 1 月、19 丁表。
230 前掲注 149、77 頁
231 前掲注 229、19 丁裏―20 丁表。


























                                                  
























                                                  
234 前掲注 224 に同じ。
235 同上。
236『官報』第 2541 号、内閣官報局、1891 年 12 月 17 日、2－4 頁。
237 峰是三郎『明治修身書尋常小学校生徒用』巻二、小林義則、1893 年 8 月、目次 1 丁表。


























                                                  
239 松本愛重「尋常小学日本歴史談緒言」、同編『尋常小学日本歴史談』、近藤圭造、1893 年 9 月、緖言
表。
































































































                                                  

























































































                                                  
242 「徳川家康」、東久世通禧編『小学国史談』巻二、西沢之助、1894 年 1 月。「徳川家康」、田中登作







































                                                  
243 前掲注 223、16 頁。
244 前掲注 237、巻四等。
245 「忠愛の士」、東久世前掲注 242、第二巻、19 丁裏。






















































                                                  
248 前掲注 223、27 頁。
249 東久世通禧編『尋常小学修身書』巻三、西沢之助、1893 年 8 月、18 丁表―19 丁裏等。「伊藤東涯の
































                                                                                                                                                                   
前掲注 246、巻二等。
251 東久世前掲注 249 巻二には、貝原益軒『大和俗訓』の一節「うみやまは、かぎりあり。父母のめぐ
みは、かぎりなし。」が父母の恩を学ぶ教材として用いられている（ 7 丁表―裏）。出典は石川謙校訂
『大和俗訓』（躬行上、岩波書店、1993 年 9 月、156 頁）を参照した。
252 「貝原益軒」、木島文六編『修身童児訓』巻四、木島文六、 1894 年 3 月。






























                                                  
254 「平重盛」、東久世前掲注 242、第一巻等。「足利尊氏」、東久世前掲注 242、第二巻等。
255 「宇治川の先陣」、田中前掲注 242、巻六。「源頼朝」、育英舎編輯所編『尋常小学明治読本』巻七、






















































                                                  
256 前掲注 206、3 頁。
257 『小学日本歴史』一、日本書籍、1904 年 1 月。海後宗臣編『日本教科書大系』近代編第一九巻歴史
（二）、講談社、1963 年 3 月所収。
258 『高等小学修身書』第一学年児童用、1903 年 10 月。海後宗臣編『日本教科書大系』近代編第三巻



























教科書の内容については、明治 13 年の 5 月と 9 月に文部省は教科書の調査を実施し、
各府県に使用禁止の教科書名を通達することで統制をはかった。この後、調査結果は『調










































                                                  
259 前掲注 259、79 頁。




























                                                  
263 前掲注 36，80 頁。
264 同上、79 頁。
265 石川鴻斎『日本文章軌範』第二冊、稲田佐吉、1879 年 6 月、伝 4 丁表。
266 「文部省達」第 21 号、1880 年 12 月 18 日。梶原虎三郎編『官令全書』第八編・明治十三年、梶原
虎三郎、1881 年 4 月、文部省達之部 11 丁裏。
267 大森正「明治 13 年の文部省地方学務局による教科書調査に関する考察」『東京教育大学教育学研究





























                                                  
268 前掲注 55、79 頁。
269 宮沢誠一『近代日本と「忠臣蔵」幻想』、青木書店、 2001 年 1 月、30―32 頁。
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271 前掲注 36、215、217 頁。
272 月性編『今世名家文鈔』巻二、河内屋忠七、 1849 序、49 丁表。
273 前掲注 36、236 頁。
274 前掲注 36、小学校教科書第九号、凡例。

























                                                  
276 前掲注 36、118、205 頁。
277 前掲注 267、60―64 頁。
278 前掲注 272、巻八、4 丁表。
279 前掲注 36、154、161 頁。
























  児女子ノ言フコトハ多クハ信用ナリ難キ者ユヱ能ク心ヲ用ヰテ取捨スベシ 283











                                                  
281 前掲注 280 に同じ。
282 前掲注 36、131、133、135 頁。





































                                                  
285 前掲注 283、巻五、26 丁裏。
286 前掲注 55、79 頁。
287 前掲注 36、61 頁。
288 張瑞図校、鎌田環斎校正『日記故事大全』巻七、松村九兵衛ほか、1880 年 4 月、19 丁裏―20 丁表。







































中学校等は昭和 23 年（「教科用図書検定規則」全面改正・文部省令四号、1948 年 4 月 30
日）まで検定制度のもとで発行・採用が続けられてきた。
明治 19 年 5 月 10 日には「教科用図書検定条例」（文部省令第 7 号）が公布され、同年




「教科用図書検定規則」（文部省令第 2 号、1887 年 5 月 7 日）でも同様に、「第一条 教
科用図書ノ検定ハ止タ図書ノ教科用タルニ弊害ナキコトヲ証明スルヲ旨トシ其教科用上ノ
優劣ヲ問ハサルモノトス 293」と検定の指針が示された。この第一条が 25 年（1892）3 月
25 日に改正され（文部省令第 3 号）、「師範学校令中学校令小学校令及教則ノ旨趣ニ合シ教
科用ニ適スルコトヲ認定スルモノトス 294」と定まった。しかし明治 20 年代前半では教則
には具体的な規定がなく、教材の選択や教科書の構成は編著者達の判断に委ねられていた。
検定を担当する部署は年代によって異なるが、文部省の図書局、大臣官房図書課、総務局
                                                  
291 文部省『学制百年史（記述編）』、帝国地方行政学会、1972 年 10 月、304 頁。
292 『官報』第 1034 号、内閣官報局、1886 年 12 月 9 日、97 頁。
293 『官報』第 1154 号、内閣官報局、1887 年 5 月 7 日、63 頁。





日が書きこまれた。明治 26 年（1893）からは、「［ ］図甲［ ］号附属（［ ］冊）／明






















                                                  
295 国次太郎「算術教科書と教科書検定制度――明治 20 年代後半を中心に――」『佐賀大学教育学部研究





二 明治 20 年代前半の検定の傾向
各年代の漢文教科書の検定合格率をまとめたのが、表 7 である。編集本の変遷では明治




年代 明20前 明20後 明30前 明30後 明 40 明治期合計
編集本総数 11 21 65 72 61 274
合格教 6 3 24 38 30 101
合格率（％） 54 14 37 53 49 37










範』や『初学文編』のようにすでに採用が認められていたものも含まれる。明治 19 年 6






済教科用図書数をもとに、「明治 23 年から 25 年にかけて検定業務の停滞は明らかに読み






















                                                  
296 国次太郎「教科書検定制度と算術教科書――明治 20 年代前半を中心に――」『佐賀大学教育学部研究
論文集』第 25 集（Ⅱ）、佐賀大学教育学部、1977 年 8 月、157 頁。
297 笠間益三編『小学中学用読本』漢文巻一、文学社、1886 年 9 月改題御届、24 丁表・上・黒。「辻橋」


























三 明治 20 年代後半の教科書検定
明治 20 年代後半の修正意見は長文のものが多い。明治 20 年（1887）以降に新しく編ま
れた教科書に対して厳しい意見が付けられた。まず教材選択の基準についてである。
                                                  























                                                  
299 鈴木栄次郎『漢文読本』巻一、小林八郎、1893 年 8 月、序 1 丁表・上・黒。
300 同上、序 1 丁表・下・黒。「荒野」は荒野文雄。明治 27 年から 29 年の間に中学校用漢文教科書 5
種の検定を担当したことが確認できた。荒野が文部省吏員に選ばれた理由は、掛本勲夫『明治期教科
書政策史研究』（皇学館大学、2010 年 12 月、229―231 頁）に考察がある。
301 同上、序 1 丁表・下・朱。












   この他、「神武天皇」〔神武畝傍〕には「鸕鷀草葺不合尊





















                                                  


























































十巻（吉川半七、1897 年 3 月―7 月）では、おそらくこの検定結果をふまえて全巻を通じ
                                                  
305 前掲注 97、巻一、1 丁裏。
306 前掲注 305、巻二、5 丁表・上・黒。
307 前掲注 99、凡例表・下・黒。「滝川」は滝川亀太郎である。中学校用漢文教科書については、明治
27 年から 30 年までの間に 6 種の検定を行ったことが確認できた。
308 前掲注 99、巻二、33 丁表・上・黒。教材は古賀煜「阿婉」。
309 同上、八丁表。教材は斎藤拙堂「月瀬之梅三」。










明治 20 年代後半は編集者の判断を認めないような検定がなされていたが、明治 30 年代
前半には民間の流行に近い立場で検定が行われる。








多シ第六巻第七巻以後ニアリテハ最甚シ 附箋ノ点ヲ改修セシムヘキヤ 槙太郎印 312
「歴史ノ抜抄」であり、文体の偏りを指摘している。難しいとされた巻六以降の構成は、
巻六は『資治通鑑』3 篇、『五代史記』『唐書』『三国志』各 1 篇ずつ、巻七は『漢書』1
篇、『史記』3 篇、巻八は『史記』6 篇、巻九は『孟子』27 篇、『戦国策』15 篇。巻十は
唐宋八家、李白、陶淵明など、計 36 篇となっている。
                                                  
311 大島晃「江戸時代の訓法と現代の訓法」、宮地裕ほか編『講座日本語学７文体史Ⅰ』、明治書院、1982
年 8 月、242 頁。


























                                                  
313 深井鑑一郎『刪修撰定中学漢文』巻一、吉川半七、1901 年 3 月刪修訂正五版、1 頁・下・朱。「林」
は林泰輔と推察される。林は明治 31 年から 39 年の間に、中学校用 36 種、高等女学校用 1 種、補習
科用 1 種の漢文教科書の検定を担当したことが確認できた。






る。次に明治 30 年代後半から明治 40 年代までの検定の傾向を考察する。
五 明治 30 年代後半以降の検定の傾向




















関。   ● ● ○ ○ ● ○ ◎






















                                                  












































                                                  
317 服部宇之吉編『漢文新読本』巻五、明治図書、1908 年 11 月、139 頁・下・朱。























国定教科書は明治 37 年（1904）から昭和 20 年（1945）まで用いられ、通例では全五
期に区分される。本稿では次の第二期改訂版までの小学校用の歴史教科書を参照した。
                                                  
319 佐藤進一『日本の歴史 9――南北朝の動乱』中央公論社、2013 年 4 月改版 5 刷、16 頁。
148
・第一期：明治 37 年―42 年（1904―1909）
文部省編『小学日本歴史』四巻、日本書籍、明治 36 年（1903）10 月 6 日―明治 37
年 1 月 18 日発行、明治 37 年 1 月 12 日―2 月 6 日翻刻発行（巻一・二が一・二年生
用、巻三・四が三・四年生用であるが、連続して使うのではなく、それぞれが独立し
た教科書である）
・第二期：明治 43 年―大正 6 年（1910―1917）
文部省編『尋常小学日本歴史』二巻、文部省、明治 42 年（1909）9 月 13 日発行
・第二期改訂版：文部省編『尋常小学日本歴史 児童用』二巻、文部省、明治 44 年（1911）















                                                  
320 文部省編『小学日本歴史』巻一、日本書籍、 1904 年 1 月、66―67 頁。同巻二、1 頁。同巻三、70
頁。同巻四、1 頁。
149
















































国定教科書の記述の変更に伴い、「後醍醐復辟二」の該当箇所は訂正版（1912 年 12 月訂
                                                                                                                                                                   
321 文部省編『尋常小学日本歴史』巻一、文部省、1909 年 9 月、72 頁。同巻二、75 頁。
322 『官報』第 8315 号、印刷局、1911 年 3 月 14 日、335 頁。
323 文部省「小学日本歴史教科書教授上ノ注意事項」1911 年 3 月、中村紀久二編『復刻版 国定教科書
編纂趣意書』第 12 巻、2008 年 9 月、国書刊行会［復刻］、81 頁。
324 佐藤秀夫編『教育 1』続・現代史資料 8、みすず書房、1994 年 12 月、295 頁。
325 文部省編『尋常小学日本歴史 児童用』巻一、文部省、1911 年 11 月、72 頁。同巻二、75 頁。











検定の基準が変わったと考えられる明治 44 年 3 月以降に検定を受けた教科書を見ると、
市村瓉次郎編『中学漢文読本』巻二には、量仁親王が即位した箇所を含む「楠正成勤王 二
赤阪城守」〔楠木氏〕と、後醍醐天皇が復位した内容の「楠正成勤王 五 天皇復辟」〔楠
木氏〕が確認できる。しかし、問題視されずに訂正四版（1911 年 3 月）でも未修正のまま
検定を通過した。この教材は南北朝正閏問題が起きる前に発行された初版（1909 年 12 月）



















44 年 3 月以降に検定を受けた教科書では、簡野道明編『新編漢文読本』巻二（明治書院、
1911 年 10 月）に収められた「赤阪城守」があるが、問題視されることなく訂正版は検定











                                                  
327 宇野精一ほか「先学を語る 市村瓉次郎博士」『東方学』第 53 輯、東方学会、1977 年 1 月、5―6
頁。
328 市村瓉次郎編『中学漢文読本』巻二、金港堂書籍、 1911 年 3 月訂正四版、54 頁。
329 前掲注 320、巻二、10 頁。











































                                                  
331 丸井圭治郎編『日本外史青年漢文教科書』敬文館書房、1911 年 12 月、74 頁・上部・赤の書き入れ。
332 同上、75 頁。
333 前掲注 323、80 頁。
334 前掲注 320、巻一、附録 4 頁。
335 前掲注 325、巻一、附録 5 頁。




















明治 44 年 3 月以降に検定を受けた教科書の記述を確認する。まずは教材の初めのほう
に描かれる源頼朝が八州に檄を飛ばした日の年月日については、内田周平編『増訂中学漢
















                                                  
337 同上。
338 同上。
339 内田周平編『増訂中学漢文読本』巻二、明治図書、 1912 年 3 月訂正版、28 頁。
340 簡野道明編『新編漢文読本』巻二、明治書院、1911 年 10 月、36―37 頁。
341 島田鈞一編『中学漢文読本』巻三、共益商社書店、 1911 年 12 月、34 頁。
342 深井鑑一郎編『日本外史鈔』大葉久吉、1910 年 10 月、47 頁。



























                                                  


























                                                  
345 前掲注 30、145 頁。
346 樽本照雄「金港堂・商務印書館・繍像小説」『清末小説研究』3 号、1979 年 12 月等。
155




















杉村氏は、長尾雨山が教科教育学に関する専門的な学識を体得したのは明治 30 年 9 月
から 32 年（1899）10 月まで第五高等学校教授として熊本に在任していた間のことである
                                                  
347 樽本照雄「初期商務印書館における教科書の系譜―『最新国文教科書』第 1 冊まで―」『大阪経大論
集』第 53 巻第 4 号、2002 年 11 月等。
348 杉村邦彦「長尾雨山とその交友」最終回、『墨』130 号、芸術新聞社、1998 年 2 月
349 長尾雨山の経歴については、杉村邦彦「長尾雨山とその交友」第 14 回、『墨』129 号、芸術新聞社、
1997 年 12 月、181 頁、礼之（長尾正和）「長尾雨山」（『冊府』10 号、彙文堂書荘、1959 年 5 月）を
参照した。
350 『官報』第 829 号、内閣官報局、1886 年 4 月 10 日、87 頁。






























                                                  
352  前掲注 348、165 頁。






























                                                  
354 旧制高等学校資料保存会編『旧制高等学校全書』第三巻教育編、旧制高等学校資料保存会刊行部、
1985 年 12 月訂正版、423―425 頁。明治から昭和初期までの高等学校用の漢文教科書は、加藤前掲





























                                                  
355 「高等漢文読本総目略」、第一高等学校漢文科教員編『高等漢文読本』巻一、共益商社、 1894 年 9
月、総目略 1―2 頁。










の教科書から判断すると、雨山は明治 32 年 11 月に図書審査官に着任した後、明治 33 年















                                                  



























                                                  
358 渡貫勇編『文章軌範鈔本』、三省堂書店、1900 年 2 月、表紙下・朱。付箋は外から中に折り込まれ
ている。

























































                                                  
362 前掲注 36、111、183 頁。
363 大槻如電・大槻文彦刪修『刪修近古史談』第 1 冊、1882 年 2 月、題辞裏。




















教科書における採録の比率を表 7 の時期区分に従って整理すると、次の表 8 のように時期
により差が出ることがわかる。
【表 8】赤穂義士関連教材採録率
年代 明20前 明20後 明30前 明30後 明 40 合計
検定済教科書総数 6 3 24 38 30 113
採録教科書数 2 1 11 19 24 57
採録率（％） 33 33 46 50 80 50
明治 10 年代は「烈士喜剣碑」や赤穂義士を扱った教材が問題視されたが、一部の使用
が認められた教科書にも採録されていた。明治 20 年代は割合が低いが、検定制度下では




















微衷に出でたるものなり 365」と説明がある。全体の採録率は高くないが、明治 40 年代に
は信念を貫いて命を落とした義士として着目された教材である。
これに関連して、革命を扱った『孟子』であるが、明治 10 年代には敬遠されていた時







                                                  
365 前掲注 215、緒言 10 頁。



















年代 明20前 明20後 明30前 明30後 明 40 合計
検定済教科書総数 1 12 14 18 15 59
採録教科書数 0 3 2 3 11 19
採録率（％） 0 25 14 17 73 32






A 落合直文編『中等国文読本』十巻、明治書院、1899 年 1 月訂正六版
B 同『中等国文読本』十巻、明治書院、1900 年 11 月二十五版
C 落合直文・萩野由之・森林太郎編『新訂中等国語読本』十巻、明治書院、1909 年
1 月新訂再版
D 武島又次郎編『中学帝国読本』十巻、金港堂、1903 年 12 月訂正再版
E 芳賀矢一編『中等教科明治読本』十巻、富山房、1906 年 2 月訂正
F 同『再訂明治読本』十巻、富山房、1910 年 1 月再訂四版
G 同『訂正新定中学読本』十巻、富山房、1912 年 12 月訂正四版
H 上田万年編『中学国語読本』十巻、大日本図書、1907 年 12 月再版
I 池辺義象編『帝国中学読本』十巻、啓成社、1907 年 1 月訂正再版
J 同『新撰中学読本』十巻、啓成社、1911 年 2 月訂正再版
K 藤岡作太郎編『新体国語教本』十巻、開成館、1908 年 12 月訂正再版
L 坪内雄蔵編『中学新読本』五巻、明治図書、1909 年 2 月訂正再版
M 同『新撰国語読本』十巻、富山房、1912 年 3 月訂正再版
N 吉田弥平編『中学国文教科書』十巻、光風館書店、1912 年 12 月修正八版
明治 30 年代前半には「烈士喜剣の碑（烈士喜剣の碑文）」の原文と和訳が 2 点の教科書




























士道」（G 巻七、K 巻七）や重野安繹「物部大伴二氏と武士道」（F 巻八）も教材として採






これまで取り上げたものの他に室直清「忠臣義士の心」（ I 巻八、J 巻八）、「武士の魂」
「スパルタ武士」（以上 N 巻一）、「武士の博愛」（I 巻八）、「日本武士の半面」（I 巻八）等
がある。海外の武士の話題や武士にも慈悲の心があることを取り上げ、複数の側面から武
                                                  
367 井上哲次郎述、荒浪市平記『武士道』、兵事雑誌社、 1901 年 7 月、50 頁。
368 久木幸男「国民道徳論争」、久木幸男ほか編『日本教育論争史録』第一巻近代編（上）、第一法規出
版、1980 年 7 月、255―256 頁。
369 井上哲次郎「国民道徳に就いて」、同『教育と修養』、弘道館、1910 年 7 月、47 頁。
370 同上、55 頁。
371 船津明生「明治期の武士道についての一考察――新渡戸稲造『武士道』を中心に」『言葉と文化』第






























                                                  






























                                                  





























                                                  
375 同上、24 丁表―裏。






























                                                  
377 深井鑑一郎編『刪修撰定中学漢文』巻二、吉川半七、1899 年 12 月刪修訂正四版、 37 頁・下・朱。
378 笹川種郎編『中等漢文新読本』巻四、大日本図書、 1902 年 12 月訂正三版、65 頁・下・黒。





























                                                  


















明治 14 年（1881）公布の「師範学校教則大綱」（達第 29 号）では、師範学校は小学校
教員を養成する所であると定められ、初等・中等・高等の 3 科に分けられた。明治 19 年
（1886）4 月の「師範学校令」（勅令第 13 号）では高等・尋常の 2 等とし、前者の卒業生
は尋常師範学校長及び教員となり、後者の卒業生は公立小学校長及教員になる。明治 30
年（1897）10 月公布の「師範教育令」（勅令第 346 号）では、高等師範学校は師範学校、
尋常中学校及び高等女学校の教員を養成し、女子高等師範学校は師範学校女子部・高等女
学校の教員を養成し、師範学校は小学校の教員を養成すると定められた。
教科名と教授内容については、明治 19 年 5 月公布の「尋常師範学校ノ学科及其程度」（文
部省令第 9 号）では漢文科で「支那ノ文法文学ノ要略 382」を指導するように定められた。




指導内容は「文法 講読 作文 文学沿革ノ大略 383」と記されている。
明治 22 年（1889）10 月公布の「尋常師範学校ノ女生徒ニ課スヘキ学科及其程度」（文
部省令第 8 号）では女子師範では漢文科が削除されたが、明治 25 年（1892）公布の「尋
常師範学校ノ学科及其程度」（文部省令第 8 号）では女子生徒にも漢文科が復活した。男
                                                  
381 前掲注 47。
382 『官報』第 866 号、内閣官房局、1886 年 5 月 26 日、269 頁。

























                                                  
384 『官報』第 2710 号、内閣官報局、1892 年 7 月 11 日、110 頁。
385 同上。
386 同上、113 頁。


























明治 19 年 4 月より検定制度が始まり、明治 20 年（1887）には中学校、師範学校で最初
の検定済本が登場する。師範学校では最初は丸本の『正文章軌範』三冊、『唐宋八大家読本』
十冊、『日本外史』十二冊が検定を通過した。翌年は丸本の川上広樹『点註唐宋八家文読本』
                                                  





























                                                  






















12 年（1879）の「教育令」（太政官布告第 40 号）では、小学校では女子固有の教科とし
て裁縫科の設置や、小学校以外の学校における男女の別学が定められた。明治 15 年（1882）
には日本初の高等女学校である東京女子師範附属高等女学校が設置されるが、明治 20 年
                                                  









ム 394」と定められ、これらの規程は後の明治 32 年（1899）の「高等女学校ノ学科及其程
度ニ関スル規則」（文部省令第 7 号）においても踏襲されている。しかし、明治 34 年（1901）
公布の「高等女学校令施行規則」（文部省令第 4 号）では漢文が外され、高等女学校の規



















                                                  
392 『官報』第 2538 号、内閣官報局、1891 年 12 月 24 日、158 頁。





























                                                  












































                                                  
396 参照した『新刻古烈女伝』（上村次郎衛門、1653 年 8 月―1654 年 5 月）は巻一二三、巻四五、巻六
七、巻八、続烈女伝巻上中下の全五冊である。
397 山崎純一「凡例」、同編『列女伝』上、新編漢文選思想・歴史シリーズ、明治書院、 1996 年 12 月、
9 頁。
398 松本荻江「参訂劉向烈女伝標註凡例」、松本万年標註、松本荻江校正『標註劉向列女伝』巻一、別所
平七、1878 年 5 月、凡例 1 丁裏。
182
E 劉向『新刻古列女伝』巻七・八一冊 399。

























                                                  
399 前掲注 36、17、60、61、129、181、213 頁。
400 前掲注 266 に同じ。



















定対象となっていた。高等女学校の教科書は明治 28 年（1895）公布の「文部省令第 4 号」
において、この「教科用図書検定規則」を適用することが定められた。
現時点の調査では、明治期において女子用漢文教科書特有の修正意見が残されているの
は明治 33 年（1900）9 月以降に検定を受けた教科書である。女子師範の検定済教科書は
南摩綱紀編『新撰女子漢文読本』三巻（小林義則、1902 年 4 月訂正再版）が早い時期の
もので、男子用はやや遅れて、明治 38 年（1905）に法貴慶次郎編『師範教科漢文読本』
三巻（元元堂、1906 年 1 月訂正再版）がようやく検定済となった。
それでは、女子漢文教科書特有の修正意見の傾向を考察したい。安井息軒「阿藤伝」に
は「削除ヲ要ス 405」という意見が付けられた。不適切と判断された、本文中に傍線のある
                                                  
402 前掲注 55、79 頁。
403 同上。
404 前掲注 36、173、234 頁。





































































































































                                                  
406 同上、66 頁。
407 同上、71 頁。















蹈破千山万岳煙。    鸞輿今日到二何辺一。
短蓑直入虎狼窟。 一匕深探鮫鰐淵。
報国丹心嗟二独力一。 回天事業奈二空拳一。










                                                  
409 岩谷英太郎編『女子漢文読本』巻四、集英堂、1899 年 12 月、33 丁裏・上・朱。




















中学校の補習科は高等学校の受験準備教育機関として機能していた 411。明治 32 年
（1899）2 月の「中学校令」改正（勅令第 28 号）によって「一箇年以内ノ補習科ヲ置ク
コトヲ得 412」と定められた。明治 34 年（1901）の「中学校令施行規則」では、補習科の
学科目は同規則の第一条に基づくことが定められた。この時点で漢文を扱うのは国語及漢
                                                  
411 中学校の補習科については次の文献を参考にした。佐々木享「予備校の歴史（ 3）―予備校の起源ア・
ラ・カ・ル・ト―大学入試の歴史（第 39 回）」『大学進学研究』第 14 巻第 5 号、大学進学研究会、1993
年 2 月。吉野剛弘「受験準備教育機関としての旧制中学校の補習科―東京府立中学校を事例として」
『慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要 社会学・心理学・教育学 人間と社会の探究』第 66 号、慶
応義塾大学大学院社会学研究科、2008 年 11 月。



























                                                  
413 清水平一郎「凡例」、同編『補習漢文新読本』、吉川弘文館、1905 年 4 月、凡例 1 頁。
414 清水平一郎「凡例」、同編『漢文新読本』郁文舎、1904 年 9 月、凡例 1 頁。






























                                                  
416 田沼書店編集所「例言」、同編『補習科用漢文読本』、田沼書店、1903 年 2 月、例言 1 丁裏。



























                                                  
418 前掲注 413、凡例 1 頁。































































































































たのに対し、明治 20 年代後半のみ 20％未満という低さとなった。これは明治 20 年代前



















































































































































                                                  
421 「付録一 旧東京府文書―「各種学校ニ関スル書類」より―」、青山なを『明治女学校の研究』、慶応
通信、1970 年 1 月、783―786 頁。
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吉田弥平編『中学国文教科書』十巻、光風館書店、1912 年 12 月修正八版
吉原英夫「漢文教育文献目録」『札幌国語教育研究』第 11 号、北海道教育大学札幌校国語
科教育学研究室、2005 年 9 月
同「教育課程史における漢文」『札幌国語教育研究』第 11 号、北海道教育大学札幌校国語
科教育学研究室、2005 年 9 月
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明石孫太郎編『中学漢文読本』巻一、大日本図書、1902 年 4 月 15 日発行
同『中学漢文読本』五巻、大日本図書、1903 年 5 月 12 日発行
同編、宮川熊三郎校『中学漢文読本』五巻、大日本図書、1904 年 3 月 11 日訂正再版、1904
年 3 月 18 日検定済
秋山四郎編、那珂通世閲『漢文読本』五巻、原亮三郎、1891 年 10 月 9 日―1893 年 11 月
21 日発行
秋山四郎編『中学漢文読本』十巻、金港堂書籍、1894 年 8 月 25 日―1895 年 3 月 14 日発
行
同『中学漢文読本』十巻、金港堂書籍、1895 年 8 月 4 日日訂正再版
同『中学漢文読本』十巻、金港堂書籍、1896 年 8 月 4 日日訂正再版〔訂正三版〕、1896
年 8 月 17 日検定済
同『中学漢文読本初歩』上下巻、金港堂書籍、1896 年 8 月 28 日発行、1896 年 10 月 15
日検定済
同『第一訂正中学漢文読本』十巻、金港堂書籍、1900 年 2 月 14 日―3 月 27 日発行
同『第一訂正中学漢文読本』十巻、金港堂書籍、1901 年 3 月 18 日訂正再版、1901 年 3
月 25 日検定済
同『第一訂正漢文教科書』五巻、金港堂書籍、1906 年 9 月 3 日訂正三版、1906 年 10 月
22 日検定済
同『漢文教科書』五巻、金港堂書籍、1901 年 11 月 18 日発行
同『漢文教科書』五巻、金港堂書籍、1902 年 3 月 5 日訂正再版、1902 年 3 月 11 日検定
済
同『新撰漢文読本』十巻、金港堂書籍、1905 年 11 月 5 日発行
同『新撰漢文読本』十巻、金港堂書籍、1906 年 1 月 18 日訂正再版、1906 年 1 月 24 日検
定済
同『新編漢文読本』五巻、金港堂書籍、1911 年 11 月 4 日発行
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同『新編漢文読本』五巻、金港堂書籍、1912 年 2 月 18 日訂正再版、1912 年 2 月 21 日検
定済
阿部弘蔵編『小学漢文読本中等科』上中下巻、原亮三郎（発売）、1882 年 5 月 20 日版権
免許・1883 年 10 月出版、採用可（小）
飯田御世吉郎・塩井正男編『漢文新読本』五巻、普及舎、1902 年 2 月 1 日発行
飯田御世吉郎編『漢文新読本』五巻、普及舎、1902 年 12 月 17 日訂正三版、1903 年 2 月
3 日検定済
同『漢文読本』五巻、大日本図書、1911 年 11 月 28 日発行
同『漢文読本』五巻、大日本図書、1912 年 3 月 30 日訂正再版、1912 年 4 月 15 日検定済
（中師）
育英舎編輯所編『中等教科国語漢文読本』五巻十三冊（漢文：巻一上下、巻二上下、巻三
下、巻四下、巻五下）、育英舎、1903 年 1 月 4 日発行
同『中等教科国語漢文読本』五巻十三冊（漢文：巻一上下、巻二上下、巻三下、巻四下、
巻五下）、育英舎、1903 年 11 月 12 日訂正再版、1903 年 12 月 1 日検定済
同『中等教科国語漢文読本』乙種二冊、育英舎、1903 年 1 月 4 日発行
同『中等教科国語漢文読本』乙種二冊、育英舎、1903 年 11 月 12 日訂正再版、1903 年 12
月 1 日検定済
池田観編、三尾重定刪定、福羽美静閲『新撰小学読本中等科』六巻（漢文：巻三―六）、山
岸弥平、1883 年 7 月出版
池田蘆洲（四郎次郎）編『補習漢文教科書』甲乙篇、興文社、1906 年 8 月 22 日発行
同『補習漢文教科書』甲乙篇、興文社、1907 年 3 月 14 日訂正再版、1907 年 3 月 16 日検
定済
石川鴻斎編、沈文熒・黄遵憲評『日本文章軌範』七巻三冊、稲田佐吉、1879 年 6 月 18 日
版権免許、第一・三冊、採用可（小、中師）、第二冊、採用不可（小）
同『再刻日本文章軌範』七巻三冊、稲田佐吉、1882 年 1 月再刻、採用可（小、中師）
同『再刻日本文章軌範』七巻三冊、稲田佐吉、1888 年 11 月訂正版、1888 年 11 月 20 日
検定済
石川鴻斎編、沈文熒・黄錫詮・王治本評『続日本文章軌範』七巻三冊、稲田佐吉、 1882
年 9 月 16 日版権免許・1882 年 11 月出版
同『続日本文章軌範』七巻三冊、稲田佐吉、1888 年 11 月訂正版、1888 年 11 月 20 日検
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定済
石川鴻斎編『日本八大家文読本』八巻四冊、坂上半七、1882 年 12 月 8 日版権免許・1883
年 4 月出版
同『評註和漢合璧文章軌範』四巻、前田円、1884 年 6 月 5 日版権免許・1884 年 10 月出
版
同『中等教育漢文軌範』、博文館、1893 年 4 月 2[9]日発行
石田羊一郎・牧野謙次郎編『新編漢文読本』第四・五編四冊、丸善書店、1898 年 5 月 23
日―1898 年 9 月 12 日発行
市村瓉次郎編『中学漢文読本』五巻、金港堂書籍、1909 年 12 月 15 日発行
同『中学漢文読本』五巻、金港堂書籍、1910 年 2 月 8 日訂正再版、1910 年 2 月 17 日検
定済
同『中学漢文読本』五巻、金港堂書籍、1910 年 12 月 8 日訂正三版
同『中学漢文読本』五巻、金港堂書籍、1911 年 3 月 3 日訂正四版、1911 年 3 月 14 日検
定済
伊藤允美・高原操編『新定漢文読本』五巻、集英堂、1901 年 12 月 1[6]日発行
同『新定漢文読本』五巻、集英堂、1902 年 3 月 17 日訂正再版、1902 年 3 月 24 日検定済
伊藤允美・葉善鎔編、呉如綸校『漢文教典』五巻、太陽舎、1903 年 11 月 6 日発行
同『漢文教典』五巻、太陽舎、1904 年 12 月 13 日訂正再版、1904 年 12 月 27 日検定済
稲垣千穎編『小学漢文読本』四巻、小林久太郎、1884 年 11 月 5 日―1885 年 1 月 17 日版
権免許・1884 年 12 月―1885 年 1 月出板
井上寛編、三島毅閲『中等教科新体漢文読本』六巻、大倉書店、1900 年 9 月 18 日―12
月 8 日発行
同『中等教科新体漢文読本』六巻、大倉書店、1901 年 3 月 28 日訂正再版、1901 年 4 月
12 日検定済
岩谷英太郎編、服部宇之吉閲『女子漢文読本』四巻、集英堂、1899 年 12 月 8 日発行
内田周平編『中学漢文読本』五巻、明治図書、1908 年 11 月 27 日発行
同『中学漢文読本』五巻、明治図書、1909 年 1 月 28 日訂正版、1909 年 2 月 4 日検定済
同『増訂中学漢文読本』五巻、明治図書、1911 年 12 月 14 日発行
同『増訂中学漢文読本』五巻、明治図書、1912 年 3 月 8 日訂正版、1912 年 3 月 12 日検
定済
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内堀維文編『中学漢文入門』上下巻、金港堂書籍、1900 年 4 月 18 日発行、1900 年 10 月
12 日検定済
同『新体漢文読本』五巻、金港堂書籍、1902 年 12 月 17 日発行
同『新体漢文読本』五巻、金港堂書籍、1903 年 10 月 10 日訂正再版、1903 年 11 月 27 日
検定済
宇都宮多歌子編、三輪田真佐子校閲『女子漢文読本』六編、敬業社、1899 年 3 月 13 日発
行
宇野哲人編『新撰漢文読本』五巻、学海指針社、1904 年 12 月 8 日発行
同『新撰漢文読本』五巻、前川一郎（学海指針社発売）、1905 年 2 月 13 日訂正再版、1905
年 2 月 15 日検定済
同『訂正新撰漢文読本』五巻、学海指針社、1910 年 11 月 11 日訂正三版
同『訂正新撰漢文読本』五巻、学海指針社、1911 年 2 月 9 日訂正四版、1911 年 2 月 20
日検定済
同『師範教科新撰漢文読本』四巻、学海指針社、1910 年 11 月 1 日発行
同『師範教科新撰漢文読本』四巻、学海指針社、1904 年 12 月 8 日発行・1905 年 2 月 13
日訂正再版・1910 年 11 月 1 日訂正三版・1911 年 2 月 9 日訂正四版
同『師範教科新撰漢文読本』四巻、学海指針社、1911 年 2 月 4 日訂正再版、1911 年 2 月
10 日検定済（師）
太田武和編『高等小学漢文軌範』上下巻、東生亀治郎、1885 年 2 月 18 日版権免許・1887
年 5 月刻成出版
大谷元知・依田喜信編『文章奇観』三巻、鹿島利介、1876 年 12 月 15 日板権免許・1877
年 1 月新鐫
大谷元知・鹿島知荘編、川田剛（甕江）閲『文章奇観続編』三巻、鹿島利介、1877 年 10
月 20 日版権免許・1877 年 11 月出板
大沼鶴林編『漢文異采』、金刺芳流堂、1898 年 5 月 5 日発行
岡三慶著、高田菊校『三慶文鈔 一名小学漢文体』二巻、深沢堅二、1879 年 11 月 6 日版
権免許
岡田正之編『新定漢文読本』五巻、開成館、1911 年 12 月 28 日発行




年 9 月 17 日発行
岡松甕谷編『初学文範』、岡松三太郎、1876 年 10 月 24 日版権免許・1877 年 1 月 27 日刻
成・1911 年 2 月 18 日再版
岡本監輔編『小学新編』上中下巻、岡本監輔、1882 年 6 月 1 日版権免許・1882 年 8 月 10
日出版
小川伊典編『鼇頭評点 上等小学漢文軌範』上下巻、東生鉄五郎、1881 年 2 月 21 日版権
免許・1881 年 3 月 3 日刻成出版
小薬昌造・日下寛編、川田剛評点『文海指針』、吉川半七、1876 年 9 月 27 日版権免許・
1876 年 10 月鐫、採用可（中師）
笠間益三編『小学中等科読本』漢文二巻、岸田貢次郎、1882 年 9 月 16 日版権免許・1884
年 11 月出版
笠間益三編、三島毅（中洲）訂正『小学中学用読本 漢文』三巻、文学社、1886 年 9 月
21 日改題御届
同『中学用読本 漢文』三巻、文学社、1885 年 4 月 17 日再版御届・1887 年 6 月 1 日訂
正再版・1887 年 6 月 16 日改題再版、1887 年 6 月 25 日検定済
学海指針社編『中学漢文読本』十巻、集英堂、1900 年 9 月 23 日発行
狩野直喜編『中学科程漢文読本』十巻、普及舎、1899 年 11 月 21 日発行
亀谷行（省軒）編『小学文範』二巻、亀谷省軒、1877 年 9 月 7 日―25 日版権免許・1877
年 10 月 20 日―25 日出版、採用可（小、中師）
同『育英文範』二巻、亀谷行、1877 年 9 月 7 日―25 日版権免許・1877 年 10 月 20 日―25
日出版、採用可（小、中師）
簡野道明編『初等漢文読本』四巻、内外出版協会、1899 年 9 月 4 日発行、1900 年 1 月 22
日検定済
同『新編漢文読本』五巻、明治書院、1911 年 10 月 30 日発行
同『新編漢文読本』五巻、明治書院、1911 年 12 月 25 日訂正版、1912 年 1 月 8 日検定済
同『高等女子漢文読本』四巻、明治書院、1899 年 11 月 22 日発行
同『高等女子漢文読本』四巻、明治書院、1900 年 9 月 [9]日訂正四版、1900 年 9 月 20 日
検定済（高女）
同『女子漢文教科書』四巻、明治書院、1905 年 10 月 3 日発行
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同『女子漢文教科書』四巻、明治書院、1906 年 1 月 22 日訂正再版、1906 年 2 月 1 日検
定済（師）
同『新編女子漢文教科書』四巻、明治書院、1910 年 11 月 30 日発行
同『新編女子漢文教科書』四巻、明治書院、1911 年 3 月 13 日訂正発行、1911 年 3 月 15
日検定済（師）
同『師範漢文読本』四巻、明治書院、1912 年 9 月 24 日発行
同『師範漢文読本』四巻、明治書院、1912 年 12 月 25 日訂正版、1912 年 12 月 27 日検定
済（師）
菊池純（三渓）編『記事論説漢文軌範』上下巻、田中太右衛門、1884 年 7 月 5 日版権免
許・1885 年 5 月 30 日出版発兌
木沢成粛編、山内賁校『小学中等読本 漢文』三巻、木沢成粛、1881 年 6 月 2 日版権免
許
同『小学中等読本 漢文』三巻、木沢成粛、1884 年 7 月 11 日訂正再版御届
木沢成粛編『小学漢文読本』上中下巻、木沢成粛・中川栄吉、1881 年 9 月 21 日版権免許、
採用可（小、中師）
木村熊二編、中村正直校閲『漢文抄読』〔標題紙：漢文鈔読〕四巻、小林新兵衛、1888 年
5 月 14 日出版
木村敏編『小学漢文読本』上下巻、伊勢安吉衛門、1881 年 12 月出板
京都府学務課編『和漢文類』四篇八冊（漢文：各篇巻下）、杉本甚介、1883 年 12 月 6 日
版権所有届・1884 年 2 月刻成発兌
同『和漢文類』二篇四冊（漢文：各篇巻下）、杉本甚介、1883 年 12 月 6 日版権所有届・
1885 年 3 月 7 日訂正再版届
共益商社編『中等漢文読本』巻一、共益商社書店、1899 年 11 月 1[4]日発行
金港堂書籍編輯所編『中学漢文入門』、金港堂書籍、1895 年 4 月 23 日発行
久保得二編『高等補習漢文新読本』、育成会、1909 年 10 月 29 日発行
久保田梁山編『和漢雅俗三体作文解環』、木村文三郎、1877 年 4 月 5 日版権免許・1877
年 9 月発兌
同『漢文作法尺牘』、木村文三郎、1878 年 5 月 13 日版権免許・1878 年 9 月成刻
同『中等作法漢文軌範』二巻、渡辺貞吉、1882 年 6 月 28 日版権免許・1883 年 9 月 21 日
出版
217
敬業社編『漢文読本』巻一―三・九―十二、敬業社、1889 年 [5]月[2]日―1891 年 12 月 28
日発行
啓成社編輯所編『帝国漢文読本』五巻、啓成社、1909 年 11 月 30 日発行
同『帝国漢文読本』五巻、啓成社、1910 年 2 月 28 日訂正再版、1910 年 3 月 7 日検定済
元元堂書房編輯所編『中等教科新撰漢文』五巻、元元堂書房、1910 年 10 月 31 日発行
同『中等教科新撰漢文』五巻、元元堂書房、1911 年 2 月 7 日訂正再版、1911 年 2 月 21
日検定済
高賀詵三郎編『講習用漢文教本』、目黒書店、1902 年 10 月 1 日発行
弘文館編『中学漢文読本』十巻、弘文館、1901 年 10 月 30 日発行
同『中学漢文読本』十巻、弘文館、1902 年 2 月 25 日訂正再版、1902 年 3 月 10 日検定済
同編、深井鑑一郎訂正『訂正中学漢文読本』五巻、弘文館、1902 年 12 月 5 日訂正三版
同『訂正中学漢文読本』五巻、弘文館、1903 年 3 月 31 日訂正四版、1903 年 4 月 13 日検
定済
興文社編『新定漢文』五巻、興文社、1899 年 7 月 14 日―11 月 28 日発行
同『訂正新定漢文』五巻、興文社、1900 年 7 月 30 日訂正再版、1900 年 12 月 5 日検定済
同『新定漢文読例』、興文社、1900 年 3 月 11 日発行、1900 年 11 月 30 日検定済
同『新定漢文読例女子用』、興文社、1900 年 3 月 30 日発行、1900 年 10 月 12 日検定済（高
女）
同『新定漢文女子用』四巻、興文社、1900 年 3 月 2 日―4 月 24 日発行、1900 年 12 月 5
日検定済（高女）
同『教科適要〔ママ〕漢文叢書 本朝名家文鈔』二巻、興文社、1901 年 8 月 8 日発行
同『教科適用漢文叢書 本朝名家文鈔』二巻、興文社、1902 年 2 月 23 日訂正再版、1902
年 3 月 3 日検定済
同『教科適用漢文叢書 本朝名家文鈔（甲）』二巻、興文社、1901 年 8 月 8 日発行（以下、
興文社編「教科適用漢文叢書（教科適要漢文叢書）」は、（甲）は送り仮名と返り点あり、
（乙）は返り点のみ）
同『教科適用漢文叢書 本朝名家文鈔（乙）』巻一、興文社、1903 年 6 月 18 日発行
同『教科適用漢文叢書 本朝史伝鈔』三巻、興文社、1901 年 9 月 20 日―10 月 15 日発行
同『教科適用漢文叢書 本朝史伝鈔』三巻、興文社、1902 年 2 月 23 日訂正再版、1902
年 3 月 3 日検定済
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同『教科適用漢文叢書 本朝史伝鈔（甲）』三巻、興文社、1901 年 9 月 20 日―10 月 15
日発行
同『教科適用漢文叢書 本朝史伝鈔（乙）』巻一、興文社、1903 年 6 月 18 日発行
同『教科適用漢文叢書 国史鈔』二巻、興文社、1901 年 12 月 2[1]日発行
同『教科適用漢文叢書 国史鈔』巻二、興文社、1902 年 2 月 23 日訂正再版、1902 年 3
月 3 日検定済
同『教科適用漢文叢書 国史鈔（甲）』二巻、興文社、1901 年 12 月 21 日発行
同『教科適用漢文叢書 国史鈔（乙）』二巻、興文社、1902 年 8 月 20 日発行
同『高等予備精選漢文』二巻、興文社、1901 年 8 月 31 日発行
同『短期補習漢文難句読本』、興文社、1905 年 1 月 4 日発行
興文社編輯所編『短期補習漢文難句読本』、興文社、1905 年 5 月 31 日訂正再版、1905 年
6 月 6 日検定済
同『短期補習高等漢文読本』、興文社、1905 年 12 月 7 日発行
同『短期補習高等漢文読本』、興文社、1906 年 11 月 13 日訂正再版、1906 年 11 月 14 日
検定済
国語漢文会編、渋谷啓蔵校『新編漢文読本』五巻、山海堂書店、1907 年 9 月 18 日発行
同『新編漢文読本』五巻、山海堂書店、1908 年 1 月 11 日訂正再版、1908 年 1 月 18 日検
定済
同『訂正新編漢文読本』五巻、山海堂書店、1908 年 10 月 18 日訂正三版
同『訂正新編漢文読本』五巻、山海堂書店、1908 年 12 月 16 日訂正四版、1908 年 12 月
24 日検定済
国語漢文会編、児島献吉郎再訂『再訂新編漢文読本』五巻、山海堂書店、1910 年 10 月 20
再訂版
同『再訂新編漢文読本』五巻、山海堂書店、1911 年 3 月 5 再訂修正版、1911 年 3 月 7 日
検定済
国語漢文研究会編『中等漢文読本』十巻、明治書院、1900 年 12 月 5 日発行
同『中等漢文読本』十巻、明治書院、1901 年 3 月 23 日訂正四版、1901 年 3 月 25 日検定
済
同『中等漢文読本』十巻、明治書院、1901 年 7 月 25 日訂正八版、1901 年 11 月 28 日検
定済（検：1902 年・11・28 日発行）
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同『中等漢文教科書』五巻、明治書院、1902 年 11 月 5 日発行
同『中等漢文教科書』五巻、明治書院、1903 年 2 月 23 日訂正再版、1903 年 3 月 2 日検
定済
同『補習漢文教科書』、明治書院、1904 年 3 月 13 日発行
同『補習漢文教科書』、明治書院、1905 年 3 月 10 日三版
国語漢文研究会編、簡野道明校『新編漢文教科書』五巻、明治書院、1904 年 10 月 30 日
発行
同『新編漢文教科書』五巻、明治書院、1905 年 1 月 31 日訂正再版、1905 年 2 月 2 日検
定済
同『改訂新編漢文教科書』五巻、明治書院、1906 年 11 月 3 日改訂版
同『改訂新編漢文教科書』五巻、明治書院、1907 年 2 月 1 日改訂再版、1907 年 2 月 4 日
検定済
同『再訂新編漢文教科書』五巻、明治書院、1909 年 9 月 30 再訂版
同『再訂新編漢文教科書』五巻、明治書院、1909 年 12 月 27 再訂再版、1910 年 1 月 12
日検定済
同『師範学校漢文教科書』四巻、明治書院、1905 年 12 月 12 日発行
同『師範学校漢文教科書』四巻、明治書院、1906 年 3 月 13 日訂正再版、1906 年 3 月 28
日検定済（師）
同『師範学校漢文教科書』五巻、明治書院、1909 年 11 月 9 日改訂
同『師範学校漢文教科書』五巻、明治書院、1910 年 1 月 11 日改訂再版、1910 年 1 月 25
日検定済（師）
同『高等漢文読本』、明治書院、1906 年 12 月 25 日発行
同『高等漢文読本』、明治書院、1907 年 6 月 3 日訂正再版、1907 年 6 月 3 日検定済
国語漢文会編、三島毅監修『三島女子漢文読本』入門巻四巻、山海堂書店、1910 年 10 月
23 日発行
同『三島女子漢文読本』入門巻四巻、山海堂書店、1911 年 3 月 2 日訂正、1911 年 3 月 8
日検定済（師）
国語漢文専攻会編『新撰漢文教科書』五巻、内田老鶴圃、1904 年 10 月 23 日発行
同『新撰漢文教科書』五巻、内田老鶴圃、1905 年 1 月 28 日訂正再版、1905 年 2 月 10 日
検定済
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国語漢文同志会編『中等漢文読本』十巻、六盟館、1901 年 12 月 17 日発行
同『中等漢文読本』十巻、六盟館、1902 年 3 月 15 日訂正再版、1902 年 3 月 25 日検定済
国光社編、副島種臣閲『中等漢文読本』十巻、深辺祐順、1897 年 9 月 29 日発行
同『中等漢文読本』十巻、西沢之助、1898 年 5 月 21 日発行〔訂正再版〕
同『中等漢文読本』十巻、西沢之助、1899 年 2 月 12 日発行〔訂正三版〕
同『中等漢文読本』十巻、西沢之助、1899 年 3 月 23 日訂正再版〔訂正四版〕、1899 年 3
月 31 日検定済
同『新編中等漢文』五巻十冊、国光社、1902 年[4] 月[28]日発行
国分美佐子編、市村瓉次郎校閲『女子漢文読本』三巻、青山堂、1902 年 3 月 27 日発行
国光社編輯所編、内堀維文校閲『中等漢文読本』五巻、国光社、1903 年 10 月 13 日発行
同『中等漢文読本』五巻、国光社、1904 年 3 月 15 日訂正再版、1904 年 3 月 23 日検定済
小山佐文二編『新編漢文読本』上下篇、松邑孫吉、1907 年 7 月 23 日―9 月 10 日発行
同『女子教科漢文教科書』四巻、目黒書店、1910 年 9 月 5 日発行
同『女子教科漢文教科書』四巻、目黒書店、1911 年 2 月 14 日訂正再版、1911 年 2 月 21
日検定済（師）
阪本栗夫編『標註読書纂要』上下巻（漢文：巻下）、三木佐助、1899 年 3 月 31 日発行
笹川種郎編『中等漢文新読本』十巻、大日本図書、1900 年 12 月 18 日発行
同『中等漢文新読本』十巻、大日本図書、1901 年 3 月 24 日訂正再版、1901 年 3 月 27 日
検定済
同『中等漢文新読本』五巻、大日本図書、1902 年 12 月 5 日訂正三版
同『中等漢文新読本』五巻、大日本図書、1903 年 12 月 7 日訂正四版、1903 年 12 月 9 日
検定済
佐々木哲太郎編『高等女子漢文読本』二巻、稲垣専之助、1903 年 7 月 20 日―[25]日発行
指原安三編『漢文読本』十巻、普及舎、1896 年 9 月 9 日―[10]月[9]日発行
同『漢文読本』十巻、普及舎、1897 年 2 月 22 日訂正再版
佐田白茅編『近世文体』上中下巻、内藤伝右衛門、1877 年 8 月 18 日版権免許・1877 年
12 月出板、採用不可（小、中師）
同『学校読本記事文格』、佐田白茅、1878 年 9 月 26 日版権免許
同編、大来社評解『続近世文体』上中下巻、内藤伝右衛門、1879 年 1 月 23 日版権免許・
1879 年 2 月出板、採用不可（小、中師）
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沢柳政太郎・岩垂憲徳編『中等漢文』五巻、森山章之丞、1910 年 11 月 23 日発行
同『中等漢文』五巻、森山章之丞、1911 年 2 月 17 日修正再版、1911 年 2 月 20 日検定済
三省堂編輯所編『中等国語漢文読本』十五巻（漢文：巻一―九、十一―十五）、三省堂、1902
年 12 月 21 日発行
同『中等国語漢文読本』十五巻（漢文：巻一―九、十一―十五）、三省堂、1904 年 2 月 6
日修正再版、1904 年 2 月 4 日検定済
鹿野至良編『高等小学漢文記事論説文例』上下巻、山中喜太郎、1882 年 2 月 15 日版権免
許・1882 年 3 月出版
重野安繹・竹村鍛編『新撰漢文講本入門』、富山房、1899 年 2 月 15 日発行・1900 年 1 月
14 日訂正再版、1899 年 7 月 10 日検定済（検：1899 年 2 月 20 日発行）
同『新撰漢文講本』三巻、富山房、1899 年 2 月 28 日―4 月 22 日発行、1899 年 7 月 10
日検定済
同『新撰漢文講本』巻二・六（巻二：初版の巻一中・下、巻六：初版の巻三中・下）、富山
房、1900 年 1 月 14 日訂正再版
島田鈞一・安井小太郎編『高等漢文』五巻、文昌閣、1908 年 8 月 26 日発行
同『増訂高等漢文』巻一・二・三・五、文昌閣、1911 年 8 月 10 日増訂三版（巻二：1916
年 4 月 12 日増訂版、巻三：1915 年 9 月 4 日増訂五版）
島田鈞一編『高等漢文新読本』、明治図書、1908 年 12 月 17 日発行
同『高等漢文新読本』、明治図書、1909 年 2 月 10 日訂正再版、1909 年 2 月 19 日検定済
同『中学漢文読本』五巻、共益商社書店、1911 年 12 月 26 日発行
同『中学漢文読本』五巻、共益商社書店、1912 年 3 月 14 日訂正再版、1912 年 3 月 15 日
検定済
清水平一郎編、西村豊校『漢文新読本』五巻、郁文舎、1904 年 9 月 26 日発行
同『漢文新読本』五巻、学海指針社、1905 年 1 月 14 日訂正第二版、1905 年 1 月 21 日検
定済
同『訂正漢文新読本』五巻、吉川弘文館、1906 年 9 月[28]日訂正第四版
同『訂正漢文新読本』五巻、吉川弘文館、1906 年 11 月 4 日訂正第五版、1906 年 11 月 8
日検定済
同『補習漢文新読本』、吉川弘文館、1905 年 4 月[15]日発行
同『訂正補習漢文新読本』、吉川弘文館、1906 年 12 月 13 日訂正三版
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鐘美堂編輯所編『中学漢文』五巻、鐘美堂書店、1909 年 11 月 24 日発行
同編、塩谷時敏校閲『中学漢文』五巻、鐘美堂書店、1910 年 1 月 13 日訂正再版、1910
年 1 月 21 日検定済
真宗京都中学編『中学漢文定本』二巻、法蔵館、1910 年 8 月 1 日―1911 年 10 月 10 日発
行
杉浦正臣編『漢文習文活法』上下巻、青木輔清、1882 年 6 月 30 日版権免許・1882 年 12
月 25 日刻成出板、採用可（中師）
鈴木栄次郎編『漢文読本』二巻、小林八郎、1893 年 8 月 31 日発行
鈴木重義編、中村正直・亀谷省軒評『初学文編』三巻、亀谷竹二、1881 年 11 月 19 日版
権免許・1882 年 3 月 5 日―1883 年 1 月 6 日出板、採用可（小、中師）、1888 年 1 月 7
日検定済
同『中学文編』漢文三巻、小林義則、1897 年 8 月 15 日改題再版、1898 年 10 月 13 日検
定済
鈴木静・石渡石松・馬場節蔵・光藤泰次郎編『中学漢文』六巻、目黒書店、1904 年 12 月
28 日発行
同『中学漢文』六巻、目黒書店、1905 年 8 月 7 日再版、1906 年 3 月 10 日検定済
関口禹之輔（奥付：助）編『漢文作法』、北畠茂兵衛、1877 年 6 月 12 日版権免許
第一高等学校漢文科教員（那珂通世・宇田廉平・塩谷時敏・島田鈞一）編『高等漢文読本』
八巻、共益商社、1894 年 9 月 13 日―1895 年 4 月 23 日発行（巻五：1895 年[9]月 [11]
日再版）
第三高等学校編『高等学校漢文読本』巻一、若林春和堂、1912 年 10 月 10 日発行
高木賚編、雲谷任斎校閲、頼復閲題、谷喬補正『日本勤王篇』四巻五冊、山岸弥平、1883
年 12 月 12 日版権免許・1884 年 4 月出版
同『校刻日本勤王篇』三巻、山岸弥平、1884 年 11 月 12 日版権免許・1884 年 11 月出版
高瀬武次郎編『新編漢文読本』五巻、六盟館、1899 年 1 月 5 日発行、1899 年 1 月 5 日検
定済
滝川亀太郎編『補修漢文教課書』、厚生堂、1906 年 11 月 3 日発行
同『補修漢文教課書』、厚生堂、1907 年 3 月 14 日訂正再版、1907 年 3 月 21 日検定済
同『標注高等漢文』、金港堂書籍、1909 年 5 月 20 日発行
滝川昇編、石川鴻斎序閲『纂註和漢文格評林』上下巻（漢文：巻下）、辻本尚書堂、1880
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年 2 月 10 日版権免許・1883 年 5 月 12 日改題御届・1884 年 3 月 19 日出版発行、採用
可（中師）
滝田紫城編『漢文自在』上下巻、林斧介、1878 年 9 月 28 日版権免許・1879 年 3―8 月出
版
竹内貞編『初学文編』、熊谷幸介、1879 年[4]月[8]日版権免許・1879 年 4 月出版
同『皇朝八家文鈔』巻一・二・五―八、内藤伝右衛門、1881 年 7 月 27 日御届・1881 年 8
月出版
田沼書店編輯所編『補習科用漢文読本』、田沼書店、1903 年 2 月 1 日発行
同『補習科用漢文読本』、田沼書店、1903 年 9 年 11 日訂正三版
同『補習科用漢文読本』巻下、田沼書店、1904 年 12 月 16 日発行
中学科研究会編『国語漢文中学読本』十巻（漢文：巻一―六・八・十）、六盟館、1903 年
12 月 5 日発行
同『国語漢文中学読本』十巻（漢文：巻一―六・八・十）、六盟館、1904 年 3 月 15 日訂正
再版、1904 年 4 月 4 日検定済
血脇守之助編『普通漢文読本』巻上、樋口小佐衛門、1892 年[6]月[19]日出版
寺倉梅太郎編、藤沢南岳校閲『今古三十六名家文鈔』（題簽：今古三十六名家文抄）上中下
巻、前川善兵衛、1879 年 1 月 9 日出版
土田泰士亮編、原田機一校『古今両体明治作文率』三巻（漢文：巻一）、寺沢松之助、1879
年 4 月 9 日板権免許・1884 年 4 月 20 日刻成
土屋栄編『近世名家小品文鈔』上中下巻、土屋栄、1877 年 5 月 16 日版権免許、採用可（小、
中師）
土屋栄・石原嘉太郎編、南摩綱紀閲『和漢小品文鈔』上中下巻、小林喜右衛門、1885 年 7
月 23 日版権免許・1885 年 10 月出版
土屋栄編、川田甕江閲『近世名家小品文鈔』上中下巻、小林喜右衛門・西沢喜太郎、1877
年 5 月版権免許・1885 年 3 月 11 日大字三版御届、1888 年 3 月 21 日検定済（師）
東条永胤編『近世名家文粋初編』三巻、別所平七、1876 年 12 月 20 日版権免許・1877 年
3 月出板、採用可（小、中師）
同『近世名家文粋二編』三巻、別所平七、1877 年 9 月 10 日出版御届・1877 年 12 月出板、
採用可（小、中師）
土岐政孝編『中等漢文教科書』五巻、興文社、1905 年 11 月 30 日発行
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同『中等漢文教科書』五巻、興文社、1906 年 2 月 23 日訂正再版、1906 年 2 月 24 日検定
済
同『改訂中等漢文教科書』五巻、興文社、1907 年 12 月 12 日訂正三版
同『改訂中等漢文教科書』五巻、興文社、1908 年 2 月 8 日訂正四版、1908 年 2 月 14 日
検定済
同『中等漢文教科書補習用』、興文社、1906 年 11 月 13 日発行
同『中等漢文教科書補習用』、興文社、1907 年 2 月 27 日訂正再版
同『中等漢文教科書補習用』、興文社、1908 年 1 月 18 日発行、1908 年 5 月 1 日検定済
同『女子漢文教科書』二巻、興文社、1906 年 10 月 26 日発行
同『女子漢文教科書』二巻、興文社、1906 年 12 月 24 日訂正再版、1907 年 1 月 8 日検定
済（師）
同『女子初等漢文教科書』、興文社、1906 年 10 月 31 日発行
同『女子初等漢文教科書』、興文社、1906 年 12 月 31 日訂正再版、1907 年 1 月 10 日検定
済（師）
同『女子師範学校漢文教科書』五巻、興文社、1907 年 12 月 25 日訂正三版
同『女子師範学校漢文教科書』五巻、興文社、1908 年 4 月 30 日訂正四版、1907 年 1 月 8
日検定済（師）
同『師範学校漢文教科書』三巻、興文社、1906 年 11 月 1 日発行
同『師範学校漢文教科書』三巻、興文社、1906 年 12 月 31 日訂正再版、1907 年 1 月 10
日検定済（師）
同『師範学校漢文教科書』五巻、興文社、1907 年 12 月 15 日訂正三版
同『師範学校漢文教科書』五巻、興文社、1908 年 8 月 30 日訂正四版、1908 年 9 月 29 日
検定済（師）
同『師範学校漢文教科書［第二部男子用］』、興文社、1908 年 1 月 5 日発行
同『師範学校漢文教科書［第二部男子用］』、興文社、1908 年 8 月 30 日訂正再版、1908
年 9 月 29 日検定済（師）
同『初等漢文教科書』、興文社、1906 年 11 月 9 日発行
同『初等漢文教科書』、興文社、1907 年 2 月 11 日訂正再版、1907 年 3 月 14 日検定済（師）
鳥山啓編『小学中等科読本』六巻（漢文：巻三―六）、熊谷幸介、1882 年 2 月 4 日版権免
許・1882 年 4 月 15 日改題御届、採用可（小）
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内藤慶助編『女子漢文読本』三巻、水野書店、1904 年 10 月 18 日発行
同『女子漢文読本』三巻、水野書店、1905 年 2 月 3 日訂正再版、1905 年 2 月 13 日検定
済（師）
同『新訂女子漢文読本』五巻、水野書店、1907 年 12 月 20 日発行
同『新訂女子漢文読本』五巻、水野書店、1908 年 3 月 16 日修正再版、1908 年 4 月 7 日
検定済（師）
同『師範教科漢文読本』五巻、水野書店、1908 年 12 月 29 日発行
同『師範教科漢文読本』本科用五巻、水野書店、1909 年 3 月 2 日訂正再版、1909 年 4 月
15 日検定済（師）
同『師範教科漢文読本』予科用一巻本科用四巻、水野書店、1909 年 9 月 8 日修正三版
同『師範教科漢文読本』予科用一巻本科用四巻、水野書店、1910 年 1 月 29 日修正四版、
1910 年 2 月 4 日検定済（師）
中根淑編『新撰漢文読本』上下巻、原亮三郎、1891 年 9 月 10 日発行
同『撰註漢文読本』九巻弁髦一巻、金港堂書籍、1897 年 9 月 29 日発行
中村久四郎編『師範学校漢文教科書』四巻、光風館、1907 年 11 月 17 日発行
同『師範学校漢文教科書』四巻、光風館、1908 年 1 月 29 日訂正再版、1908 年 2 月 15 日
検定済（師）
同『師範学校漢文教科書』四巻、光風館、1910 年 11 月 24 日修正三版
同『師範学校漢文教科書』四巻、光風館、1911 年 2 月 25 日修正四版、1911 年 3 月 2 日
検定済（師）
中村鼎五編『日本漢文学読本』首巻四巻、中島精一・目黒甚七、1893 年 1 月 10 日―7 月
21 日発行
南摩綱紀編『新撰女子漢文読本』入門巻三巻、小林義則、1901 年 9 月 1 日発行
同『新撰女子漢文読本』三巻、小林義則、1902 年 4 月 17 日訂正再版、1902 年 6 月 18 日
検定済（師）
西村義民編『漢文記事論説文例』上下巻、田中治兵衛、1881 年 2 月 22 日版権免許・1881
年 9 月出版
服部宇之吉編『漢文新読本』五巻、明治図書、1908 年 11 月 22 日発行
同『漢文新読本』五巻、明治図書、1909 年 11 月 21 日発行・1909 年 1 月 26 日訂正再版、
1909 年 2 月 4 日検定済
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同『服部漢文新読本』五巻、明治図書、1911 年 10 月 30 日発行
同『服部漢文新読本』五巻、明治図書、1912 年 1 月 16 日訂正再版、1912 年 2 月 1 日検
定済
馬場健編『本朝名家文範』上中下巻、鈴木吉蔵、1885 年 4 月 24 日版権免許・1885 年 6
月 4 日改題御届・1885 年 9 月出版
同『本朝名家文範』上中下巻、松村九兵衛、1887 年 8 月 3 日訂正再版、1887 年 8 月 20
日検定済
同『本朝名家文範』上中下巻、森本専助ほか、1892 年 11 月 20 日第三版
羽田安政・河野通之・下森来治編、岡千仞・蒲生重章校『中等教育漢文軌範』三巻四冊、
大草常章、1893 年 3 月 27 日―1894 年 7 月 2[7]日発行
同『中等教育漢文軌範』前編巻一、大草常章、1893 年 11 月 18 日発行
平井参・池田四郎次郎編『新撰中学漢文』四巻、内田芳兵衛、1898 年 4 月 2 日―8 月 19
日発行、1898 年 12 月 28 日検定済
平井参編『新撰高等漢文』、内田老鶴圃、1907 年 9 月 18 日発行
平井義直編、百束誠助・河原一郎閲『小学中等新撰読本』六巻七冊、杉本甚介、1884 年 4
月 10 日版権免許・1884 年 9 月 5 日刻成発兌
深井鑑一郎・堀捨二郎編『標註漢文教科書』四巻、吉川半七、1891 年 3 月 5 日―1892 年
7 月 20 日発行
深井鑑一郎編『中等教育標註漢文入門』、吉川半七、1892 年 11 月 10 日発行
同『中学漢文』八冊、宮崎道正、1894 年 11 月 18 日―1896 年 5 月 11 日発行
同『撰定中学漢文』十巻、吉川半七、1897 年 3 月 15 日―7 月 17 日発行
同『撰定中学漢文』十巻、吉川半七、1898 年 7 月 12 日訂正再版、1898 年 8 月 15 日検定
済（巻一から巻八は修正により 1898 年 12 月 20 日検定済）
同『撰定中学漢文』巻九・十、吉川半七、1898 年 12 月 3 日訂正三版、1898 年 12 月 20
日検定済
同『刪修撰定中学漢文』十巻、吉川半七、1899 年 12 月 25 日刪修訂正四版
同『刪修撰定中学漢文』十巻、吉川半七、1901 年 3 月 9 日刪修訂正五版
同『刪修撰定中学漢文』十巻、吉川半七、1901 年 5 月 10 日刪修訂正六版、1901 年 6 月
11 日検定済
同『改訂中学漢文』巻一―七・九、敬業社、1899 年 2 月 16 日―4 月 28 日発行
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同『撰定中学漢文初歩』、吉川半七・吉岡宝文館、1900 年 3 月 14 日発行、1900 年 10 月
12 日検定済
同『中等漢文定本』五巻、宝文館・吉岡宝文館、1909 年 11 月 25 日発行
同『中等漢文定本』五巻、宝文館・吉岡宝文館、1909 年 12 月 23 日訂正再版、1909 年 12
月 28 日検定済
同『訂正中等漢文定本』五巻、宝文館・吉岡宝文館、1911 年 10 月 5 日訂正三版
同『訂正中等漢文定本』五巻、宝文館・吉岡宝文館、1911 年 12 月 25 日訂正四版、1912
年 1 月 15 日検定済
同『師範教育漢文定本』四巻、宝文館、1910 年 11 月 20 日発行
同『師範教育漢文定本』四巻、宝文館、1911 年 2 月 15 日訂正再版、1911 年 3 月 6 日検
定済（師）
福井淳編『作法明弁新撰漢文軌範』上下巻、花井卯助、1886 年 5 月 27 日版権免許
福田重政編『女子漢文』四巻、吉川半七、1900 年 8 月 22 日発行
福永享吉編『漢文副読本』二巻、藤井孫六、1907 年 9 月 28 日発行
同『訂正漢文副読本』二巻、金港堂書籍、1910 年 3 月 18 日発行
同『訂正漢文副読本』二巻、金港堂書籍、1912 年 3 月 15 日再版
福山義春・服部誠一編『中等教科漢文読本』十巻、阪上半七、1899 年 2 月 23 日発行、1899
年 5 月 5 日検定済
藤田豊八・水月哲英編『新体中学漢文教程』十巻、大日本図書、1899 年 9 月 5 日発行
同『新体中学漢文教程』十巻、大日本図書、1900 年 3 月 7 日訂正版
藤本勝次郎編『復文捷径』（巻下本文：復文捷径附録）上下巻、高阪岩太、1879 年 12 月
23 日版権免許・1880 年 4 月出版、採用不可（中師）
普通教育研究会編『中学国語漢文初歩』上下巻（漢文：巻下）、水野慶次郎、1901 年 10
月 16 日発行
同『中学国語漢文初歩』上下巻（漢文：巻下）、水野慶次郎、1902 年 1 月 27 日訂正再版、
1902 年 2 月 3 日検定済
同『中学補習科漢文読本』、水野慶次郎、1903 年 3 月 8 日発行
同『改訂中学補習科漢文読本』、水野慶次郎、1908 年 3 月 3 日発行
普通教育研究会編、依田百川校閲『修補中学国語漢文初歩』上下巻、水野慶次郎、1905
年 12 月 9 日発行
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同『修補中学国語漢文初歩』上下巻、水野慶次郎、1906 年 5 月 3 日訂正再版、1906 年 5
月 17 日検定済
同『新撰中学漢文読本』十巻、水野慶次郎、1901 年 2 月 12 日発行
同『新撰中学漢文読本』十巻、水野慶次郎、1901 年 12 月 29 日訂正再版、1902 年 1 月 24
日検定済
同『改訂中学漢文読本』五巻、水野慶次郎、1902 年 11 月 25 日発行
同『改訂中学漢文読本』五巻、水野慶次郎、1903 年 4 月 8 日訂正再版、1903 年 4 月 10
日検定済
同『再訂中学漢文読本』五巻、水野慶次郎、1906 年 9 月 30 日発行
同『再訂中学漢文読本』五巻、水野慶次郎、1907 年 1 月 5 日訂正再版、1907 年 1 月 17
日検定済
普通教育研究会編、日下寛校閲『三訂中学漢文読本』五巻、水野慶次郎、1911 年 11 月 21
日発行
同『三訂中学漢文読本』五巻、水野慶次郎、1912 年 2 月 24 日訂正再版、1912 年 3 月 1
日検定済
法貴慶次郎編、服部宇之吉校閲『漢文読本』五巻、元元堂書房、1904 年 12 月 12 日発行
同『漢文読本』五巻、元元堂書房、1905 年 5 月 11 日訂正再版、1905 年 5 月 16 日検定済
同『改訂漢文読本』五巻、元元堂書房、1905 年 9 月 23 日訂正三版
同『改訂漢文読本』五巻、元元堂書房、1906 年 1 月 10 日修正再版、1906 年 1 月 19 日検
定済
同『師範教科漢文読本』三巻、元元堂書房、1905 年 9 月 30 日発行
同『師範教科漢文読本』三巻、元元堂書房、1906 年 1 月 10 日訂正再版、1906 年 1 月 19
日検定済（師）
宝文館編輯所編、星野恒校『中等漢文読本』五巻、大葉久吉、1908 年 11 月 3 日発行
同『中等漢文読本』五巻、大葉久吉、1908 年 12 月 25 日訂正再版、1909 年 1 月 7 日検定
済
堀捨次郎・竹内松治編『高等漢文講本』、松邑孫吉、1904 年 3 月 28 日発行
同『補習漢文講本』、松邑孫吉、1904 年 9 月 3 日発行
松田斉編『実用漢文教科書』、三木佐助、1892 年 4 月 27 日発行
同『実用漢文教科書』、三木佐助、1894 年 4 月 1 日訂正再版
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松本豊多編『漢文中学読本』初巻三巻六冊、吉川半七、1892 年 9 月 23 日―1893 年 6 月
13 日発行
同『漢文中学読本』巻一、吉川半七、1892 年 9 月 24 日発行・1893 年 9 月 24 日訂正二版
（初版巻一下の訂正版）
同『漢文中学読本』巻一、吉川半七、1893 年 10 月 15 日訂正三版
同『漢文中学読本初歩』、吉川半七、1895 年 3 月 22 日発行
同『漢文中学読本初歩』、吉川半七、1896 年 6 月 9 日訂正二版、1896 年 6 月 12 日検定済
三尾重定編『漢文紀事論説五百題』巻之上初編、松林堂、1884 年 8 月序
三島毅編『初学文章軌範』上中下巻、小林義則、1886 年 7 月出版
同『初学文章軌範』上中下巻、小林義則、1887 年 11 月 8 日訂正再版御届、1888 年 1 月 7
日検定済
同『初学文章軌範』上中下巻、小林竹雄、1911 年 9 月 11 日発行〔訂正三版〕
同『初学文章軌範』上中下巻、小林竹雄、1911 年 12 月 11 日訂正再版〔訂正四版〕、1912
年 1 月 10 日検定済（中師）
水越成章編『日本名家漢文作例』上下巻、吉岡平助、1882 年 4 月 10 日版権免許・1883
年 1 月刊行
三宅少太郎編、藤田維正・武藤元信監定『文章梯航』上中下巻、近田太平、1882 年 7 月 6
日版権免許、1883 年 1―3 月発兌、採用可（中師）
宮本茂任・吉田利行編『漢文読本』四巻、連璧社、1882 年 7 月刻成
宮本正貫編『中等教科漢文読本』十巻、小林義則、1897 年 2 月 18 日―3 月 18 日発行
同『中等教科漢文読本』十巻、小林義則、1898 年 2 月 15 日訂正再版、1898 年 2 月 22 日
検定済
同『中等教科漢文読本入門』二巻、小林義則、1897 年 9 月 16 日発行
同『中等教科漢文読本入門』二巻、小林義則、1898 年 2 月 4 日訂正再版、1898 年 2 月 10
日検定済
同『中学漢文読本』十巻、小林義則、1901 年 12 月 28 日発行
同『中学漢文読本』十巻、小林義則、1902 年 3 月 30 日訂正再版、1902 年 4 月 17 日検定
済
同『中学漢文教科書』五巻、小林義則、1902 年 11 月 28 日発行
同『中学漢文教科書』五巻、小林義則、1903 年 4 月 4 日訂正再版、1903 年 4 月 8 日検定
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済
宗内静処編『中等教科国語漢文階梯』、重野集文堂書店、1902 年 7 月 31 日発行
村山自彊編『中等教育漢文学教科書』二巻、大倉保五郎、1892 年 6 月 28 日―1893 年 8
月 2[1]日発行
同編、中嶋幹事・富田三・阪梨懿校『漢文科尋常読本』、野口愛、1893 年[9] 月 [2]日発行
村山自彊・明石中和・津田立本・松本胤恭編『中等教育漢文読本』四編八冊、嵩山房、1897
年 4 月 24 日―1898 年 11 月 24 日発行
村山自彊・穂積信順・島兵次郎編『尋常中学一年漢文読本』上下巻、積善館、1898 年 10
月 30 日発行、1899 年 3 月 27 日検定済
明治書院編輯部編纂『中学読本』六巻（全巻国漢混合。以下同様）、明治書院、1902 年 11
月 3 日発行
同『中学読本』六巻、明治書院、1903 年 4 月 5 日訂正再版、1903 年 4 月 8 日検定済（国
語）
同『中学読本』十巻、明治書院、1903 年 4 月 30 訂正三版
同『中学読本』十巻、明治書院、1903 年 12 月 16 日訂正四版、1903 年 12 月 25 日検定済
（国語）
安武磯熹編『補習漢文読本』、六盟館、1903 年 2 月 25 日発行
山室茂次郎編、秋月胤永閲『中学漢文津梁』十巻、春陽堂、1899 年 3 月 25 日―5 月 17
日発行
山本廉編『中等漢文』五巻、吉川半七、1897 年 11 月 5 日発行、1898 年 11 月 4 日検定済
遊佐誠甫・富永岩太郎編、黒板勝美校『中等漢文読本』十巻、小林八郎、1898 年 3 月 14
日―7 月 7 日発行、1899 年 1 月 25 日検定済
横関剛蔵編、菊池純批評『小学高等漢文読本』巻一、前川善兵衛、1881 年 9 月 3 日［出
版］、1886 年 2 月 27 改題・1886 年 3 月 6 日別製本御届
吉田弥平編『師範学校国語漢文教科書第二部用』、光風館、1910 年 11 月 28 日発行
同編『師範学校国語漢文教科書第二部用』、光風館、1911 年 2 月 11 日訂正再版、1911 年
2 月 16 日検定済（師）
吉見経綸編『漢文入門』、鈴木常松、1892 年 3 月 31 日発行
渡辺碩也編『皇朝古今名家小体文範』上中下巻、岸本栄七、1886 年 4 月 17 日版権免許
同『皇朝古今名家小体文範』上中下巻、岸本栄七、1888 年 4 月 15 日訂正再版、1888 年 6
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月 2 日検定済
同『皇朝古今名家小体文範』上中下巻、岸本栄七、1888 年 5 月 13 日訂正三版、1888 年
12 月 4 日検定済（師）








山内蔵版、1792 年御免上梓・1871 年 2 月八刻
同『中庸』（題簽：新刻改正中庸）、山内蔵版、1792 年御免上梓・1871 年 2 月八刻




佐藤雲韶編『大学提要』、金港堂書籍、1899 年 10 月 3 日発行
同『中庸提要』、金港堂書籍、1899 年 10 月 3 日発行
深井鑑一郎編『四書鈔』、宝文館、1910 年 10 月 23 日日発行
同『四書鈔』、宝文館、1911 年 1 月 30 日訂正再版、1911 年 2 月 10 日検定済
深井鑑一郎・山田準編『教科適用 標註大学中庸』（題簽：教科適用標註四書内之学庸）、
誠之堂、1897 年 4 月 25 日発行
深井鑑一郎編『教科適用 標註論語』（題簽：教科適用標註四書内之論語）、誠之堂、1897
年 4 月 25 日発行
同『教科適用 標註論語』、誠之堂書店、1901 年 3 月 25 日発行




1908 年 10 月 1 日発行
同『漢文読本 論孟抄』、大葉久吉・吉岡平助、1909 年 1 月 18 日訂正再版、1909 年 1 月
19 日検定済
同『漢文読本 論孟抄』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 10 月 11 日発行
同『漢文読本 論孟抄』、大葉久吉・吉岡平助、1912 年 1 月 15 日訂正再版、1912 年 1 月
22 日検定済
漢文学会調査部編、市川瓉次郎校閲『新編論孟抄』、大日本図書、1912 年 2 月 5 日発行
同『新編論孟抄』、大日本図書、1912 年 3 月 23 日再版、1912 年 3 月 26 日検定済（中師）
佐藤一斎覆詳、三谷僩［校］『論語集註』十巻四冊、岡田屋嘉七ほか、1825 年序
青木晦編『中等教科 論語提要』、青木寛吉、1898 年 4 月 5 日発行
岡本監輔編『倫理教科 論語正本』（題簽：箋評論語正本）、三木佐助、1897 年 12 月 26
日発行・1899 年 6 月 20 日改訂再版
興文社編『教科適要〔ママ〕漢文叢書 論語鈔』、興文社、1901 年 8 月 8 日発行、1902
年 2 月 18 日検定済
同『教科適用漢文叢書   論語鈔（甲）』、興文社、1901 年 8 月 8 日発行
同『教科適用漢文叢書   論語鈔（乙）』、興文社、1902 年 1 月 10 日発行
金港堂書籍編輯所編『論語鈔』、金港堂書籍、1898 年 9 月 6 日発行・1909 年 3 月 20 日六
版
国語漢文研究会編、簡野道明校『論語鈔』、明治書院、1911 年 12 月 14 日発行
同『論語鈔』、明治書院、1912 年 2 月 12 日訂正版、1912 年 2 月 14 日検定済
蘇洵著、趙大浣増補、井上揆纂評『増補蘇批孟子』（題簽：校補蘇氏批孟子）上中下巻、大
橋操吉、1877 年 12 月 17 日板権免許・1880 年 1 月出板
後藤己男輔編『学校用孟子読本』四巻、中外堂、1886 年 4 月 16 日版権免許、1886 年 5
月出版発売
金港堂書籍編輯所編『孟子鈔』、金港堂書籍、1898 年 9 月 12 日発行
興文社編『教科適要〔ママ〕漢文叢書 孟子鈔』、興文社、1901 年 8 月 8 日発行、1902
年 2 月 18 日検定済
同『教科適用漢文叢書 孟子鈔（甲）』、興文社、1901 年 8 月 8 日発行
同『教科適用漢文叢書   孟子鈔（乙）』、興文社、1902 年 1 月 10 日発行
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桑原俊郎編『新点孟子撮要』、興文社、1902 年 4 月 8 日発行
国語漢文研究会編、簡野道明校『孟子鈔』、明治書院、1911 年 12 月 8 日発行
同『孟子鈔』、明治書院、1912 年 2 月 12 日訂正版、1912 年 2 月 14 日検定済
興文社編輯所編『孟荀鈔』、興文社、1908 年 12 月 4 日発行
同『孟荀鈔』、興文社、1909 年 2 月 23 日訂正再版、1909 年 2 月 25 日検定済
宮本正貫編『孟子唐宋八家文鈔』、小林竹雄、1911 年 12 月 24 日発行




須賀亮斎裁定『本註小学』内篇外篇、麗沢書院、1798 年 3 月新刻
高愈纂註、北条謙校読『重訂小学纂註』内篇外篇四冊、河内屋吉兵衛ほか、1822 年刊
『小学本註』内篇外篇、水野慶次郎、1880 年 3 月 17 日翻刻出版御届・1880 年 4 月出版
後藤芝山点『改正小学句読』元亨利貞、長浜潮、1880 年 10 月 23 日版権免許・1880 年 12
月 20 日刻成
大槻如電編『校訂小学摘要』、三木佐助、1896 年 3 月 3 日発行
同『校訂小学摘要』、三木佐助、1896 年 11 月 14 日訂正再版、1896 年 11 月 25 日検定済
（倫理）
山田準編『教科適用 標註小学』内篇外篇二冊、誠之堂書店、1897 年 6 月 15 日―11 月 5
日発行
同『教科適用 標註小学』外篇、誠之堂書店、1899 年 5 月再版
金港堂編輯所編『小学鈔』、金港堂書籍、1898 年 7 月 25 日発行
高橋茂三郎編、南摩綱紀閲『小学提要』二冊、中学書院、1899 年 2 月[10]日発行
五十川佐武郎編『小学類編』、吉岡平助、1900 年 2 月 7 日発行
渡部明綱編『刪定小学』上下巻、金港堂書籍、1901 年 5 月 12 日発行
興文社編『教科適用漢文叢書 小学鈔（甲）』、興文社、1902 年 8 月 20 日発行
同『教科適用漢文叢書 小学鈔（甲）』、興文社、1903 年 3 月 8 日訂正再版、1903 年 3 月
12 日検定済（検：「甲」字なし）
同『教科適用漢文叢書 小学鈔（乙）』、興文社、1903 年 10 月 3 日発行
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興文社編輯所編『小学鈔』、興文社、1910 年 1 月 5 日発行
同『小学鈔』、興文社、1911 年 11 月 11 日訂正再版
同『小学鈔』、興文社、1912 年 3 月 1 日訂正三版、1912 年 6 月 20 日検定済
国語漢文研究会編、簡野道明校『刪定小学』、明治書院、1911 年 6 月 8 日発行
同『刪定小学』、明治書院、1911 年 11 月 10 日訂正再版、1911 年 11 月 14 日検定済
国語漢文研究会編『小学鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 7 月 25 日発行
同『小学鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 11 月 18 日訂正再版、1911 年 11 月 30 日検
定済
蒙求（李瀚）
徐状元補註、石川鴻斎編『纂評箋註蒙求校本』上中下巻、山中市兵衛、1879 年 7 月 16 日
板権免許・1879 年 10 月刻成
興文社編輯所編『蒙求鈔』、興文社、1909 年 5 月 29 日発行
同『蒙求鈔』、興文社、1910 年 1 月 28 日訂正再版、1910 年 2 月 7 日検定済
深井鑑一郎編『蒙求鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 7 月 25 日発行
同『蒙求鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 11 月 21 日訂正再版、1911 年 11 月 30 日検
定済
隄正勝編『日本蒙求初編』上下巻、隄正勝、1881 年 10 月 8 日版権免許
同『日本蒙求続編』上下巻、隄正勝、1882 年 3 月 14 日版権免許・1882 年 6 月 27 日出版
橋本小六著、関徳校閲『標題箋注万国蒙求校本』上中下巻、吉岡平助、1881 年 11 月版権
免許
山賀新太郎・辻元篤次郎編、野村文夫閲『東西蒙求』乾坤巻、野村文夫、1883 年 11 月版
権免許・1884 年 2 月出版
近世叢語（角田九華）
興文社編『教科適用漢文叢書 近世叢語鈔』、興文社、1901 年 11 月 20 日発行
同『教科適用漢文叢書 近世叢語鈔』、興文社、1902 年 2 月 23 日訂正再版、1902 年 2 月
28 日検定済
同『教科適用漢文叢書 近世叢語鈔（甲）』、興文社、1901 年 11 月 20 日発行
同『教科適用漢文叢書 近世叢語鈔（乙）』、興文社、1902 年 1 月 10 日発行
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先哲叢談（原念斎）
興文社編『教科適用漢文叢書 先哲叢談鈔』、興文社、1901 年 11 月 20 日発行
同『教科適用漢文叢書 先哲叢談鈔』、興文社、1902 年 2 月 23 日訂正再版、1902 年 2 月
26 日検定済
同『教科適用漢文叢書 先哲叢談鈔（甲）』、興文社、1901 年 11 月 20 日発行
同『教科適用漢文叢書 先哲叢談鈔（乙）』、興文社、1903 年 6 月 18 日発行
孝経
［太宰］春台訓点『古文孝経』、花説堂発兌、1872 年 10 月再刻
深井鑑一郎編『古文孝経』、宝文館、1911 年 7 月 25 日発行
同『古文孝経』、宝文館、1911 年 11 月 18 日訂正再版、1911 年 11 月 30 日検定済
純正蒙求（胡炳文）
『純正蒙求校本』（題簽：官版純正蒙求）上中下巻、1804 年［刊］
村上信忠編、岡松甕谷閲『刪定標註純正蒙求校本』上中下巻、奎文堂、1881 年 9 月 29 日
版権免許・1882 年 2 月 25 日刻成、採用可（小、中師）
藤沢南岳・土屋弘編『評釈純正蒙求箋本』上中下巻、岡島真七、1883 年 3 月 31 日版権免
許・1883 年 4 月 20 日製本改御届・1883 年 4 月出板
思想書
劉向著『新刻古列女伝』六巻三冊・『新続烈女伝』上中下巻、上村次郎右衛門、1653 年 8
月―1654 年 5 月、採用可（小、中師）、『新刻古列女伝』七・八巻一冊、採用不可（小）
松本万年編、松本荻江校正『標註劉向列女伝』三巻、別所平七、1878 年 5 月、採用可（小、
中師）
朱熹纂輯、李衡校正、張釆評閲、宋学顕・馬嘉植参正『名臣言行録』（題簽：宋名臣言行録）
前集後集十四巻六冊、河内屋喜兵衞ほか、1667 年 11 月［刊］





冊、河内屋新治郎ほか、1841 年 3 月翻刻、元（『人譜』、『人譜類記』上、一―三十七丁）、
採用可（中師）、亨（『人譜類記』上、三十八―七十九丁）・利（『人譜類記』下）・貞（同
上）、採用可（中師）










片山［兼山］訓点『女学孝経』、遠藤平佐衛門ほか、1873 年 3 月出板、採用可（中師）
張瑞図校、鎌田環斎校正『日記故事大全』（本文：新鍥類解官様日記故事大全）上中下巻、
松村九兵衛ほか、1880 年 2 月 26 日再版御届・1880 年 4 月出版、採用不可（小）
則天武后撰『臣軌』上下巻、谷壮太郎、1882 年 7 月 14 日翻刻出版御届
馬融撰、鄭玄註、山井幹校補『校訂補註忠経』、石塚徳次郎、1882 年 7 月 21 日版権免許・
1882 年 11 月出版
滝川亀太郎編『高等漢文 韓非子管子孫子鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 11 日発行
同『高等漢文 標註韓管荘列鈔』、金港堂書籍、1906 年 9 月 8 日発行、1911 年 5 月 28 日
訂正再版
同『高等漢文 荘子列子墨子鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 11 日発行
同『高等漢文 荀子孟子礼記鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 11 日発行
※荀子→「四書」
修身書
新部栄太郎・綾部関編『小学修身書』上下巻、広瀬市蔵、1880 年 7 月 30 日版権免許・1880
年 10 月[29]日出版
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同『小学修身書』上下巻、広瀬市蔵、1880 年 7 月 30 日版権免許・1880 年 9 月出版・1881
年 6 月校訂御届・1881 年 7 月校訂
福井光編、川島棋坪刪定『修身叢語』上下巻、埼玉県、1881 年 5 月 4 日版権免許所有・
1881 年 5 月 10 日出版
同『訂正修身叢語』上下巻、埼玉県、1881 年 5 月 3 日出版々権届・1881 年 11 月 16 日訂
正再版届、採用可（小、中師）
山下直温集撰、乗附倬・田村素軒・堀江方敬同校、山下直太郎再校『皇朝蒙求』上中下巻、
山下直太郎、1881 年 3 月 4 日板権免許・1881 年 6 月 10 日刻成
横関剛蔵編、菊池純批評『修身学楷梯』上下巻、前川善兵衛、1881 年 9 月 3 日版権免許
山田養吉編『明治小学』六巻二冊、山田養吉、巻一・二：1879 年 6 月 18 日版権免許・巻
三：1880 年 9 月 14 日版権免許・巻四五六：1880 年 12 月 9 日版権免許・1881 年 9 月
21 日合本届
宮本茂任・吉田利行編『新撰叢語』（題簽：漢文新選叢語）三巻、連璧社、1882 年 5 月版
権免許・刻成
鈴木至政編『嘉言録』上下巻、鈴木至政、1882 年 6 月 24 日版権免許・1882 年 10 月刻成、
採用可（中師）
亀谷行編『修身児訓』十巻（漢文：巻八―十）、亀谷行、1880 年 11 月 25 日版権免許・1880
年 12 月 21 日―1881 年 12 月 31 日出版（巻三：1882 年 5 月 31 日再版）、巻一・二：
採用不可（小）、巻三：採用可（小）、巻四・五：採用可（小）、巻六・七：採用可（小）
同『和漢修身訓』十一巻（漢文：巻十、十一）、亀谷行、1882 年 3 月 28 日版権免許・1882
年 5 月 4 日―9 月 9 日出版
藤沢南岳編『修身新語初編』、藤沢南岳、1882 年 12 月 22 日版権免許・1883 年 1 月刻成
同『修身新語初編』、藤沢南岳、1888 年 8 月 13 日改正増減再版御届・1888 年 8 月 28 日
発行
今井匡之編、林昇校閲『小学中等科修身格言』六巻、山中孝之助、1883 年 10 月 3 日版権
免許・1883 年 10 月 16 刻成出版、巻一・二・三・六：採用可（小）、巻四・五：採用不
可（小）
同『小学中等科修身格言』巻四・五、山中孝之助、1884 年 4 月 14 日訂正御届、採用可（小）
木沢成粛編、石川鴻斎校訂『高等修身小学』四冊、前田円、1884 年 5 月 22 日版権免許・
1884 年 7 月出版
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京都府学務課編『修身書』嘉言篇善行篇八巻、湯上市兵衛、1884 年 3 月 19 日出版版権所
有届・1884 年 3 月―8 月刻成
村垣正容編『漢文修身読本初編   一名養正録』、岡村庄助、1884 年 3 月 11 日版権免許・
1884 年 6 月出版
岡本清来・永松木長・嶺全明編『高等科修身書 嘉言善行対照録』四巻、村上勘兵衛、1885
年 2 月 24 日出版版権御願・1885 年 3 月 25 日版権免許・1885 年 6 月刻成
文章軌範（謝枋得）・続文章軌範（雛守益）
大竹政正編『増評文章軌範』正七巻続七巻六冊、牧野吉兵衛、1877 年 4 月 12 日版権免許・
1877 年 10 月 10 日鐫
海保漁村補註、島田篁村校補『補註文章軌範校本』七巻三冊、別所平七、1876 年 5 月 18
日版権免許・1877 年 10 月 10 日出版
頼山陽口授、牧百峰筆記、中村鼎五編、亀谷省軒参訂『評本文章軌範』七巻三冊、亀谷竹
二、1878 年 4 月 30 日版権免許・1878 年 11 月 25 日出版
宮脇通赫編『点註文章軌範』正七巻続七巻六冊、山中市兵衛、1877 年 6 月 19 日版権免許・
1879 年 5 月 8 日再版御届
同『点註文章軌範』正七巻続七巻六冊、弦巻七十郎、1877 年 6 月 19 日版権免許・1880
年 3 月 22 日別製本御届・1880 年 5 月 5 日出版、1888 年 6 月 6 日（師）
奥田遵補註『補註続文章軌範校本』七巻三冊、別所平七、1879 年 6 月 18 日版権免許・1879
年 9 月出版
石川鴻斎編『正続文章軌範諺解』正七巻続七巻六冊、山中市兵衛、1879 年 11 月 26 日版
権免許
同『正続文章軌範正解』正七巻続七巻六冊、杉山辰之助、1879 年 11 月 26 日版権免許、
1899 年 9 月 23 日訂正再板
原田由己編『標箋正続文章軌範』正七巻続七巻六冊、水野慶次郎、1880 年 10 月 28 日版
権免許・1881 年 3 月出版発売
同『標箋正文章軌範』七巻三冊、水野幸、1880 年 10 月 28 日版権免許・1888 年 1 月再版、
1888 年 5 月 31 日検定済（中師）
同『訓点謝選拾遺』上中下巻、長島為一郎、1884 年 3 月 22 日出版御届・1884 年 4 月出
版、1890 年 3 月 7 日検定済
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藍田東亀年補訂『文章軌範評林』正七巻続七巻六冊、岡田茂兵衛、1875 年 11 月版権免許・
1881 年 4 月三刻
久保田梁山編『鼇頭訳語文章軌範読本』上下巻、辻岡文助、1884 年 12 月 23 日版権免許・
1885 年 5 月 15 日刻成出版
木山鴻吉編、李廷機評訓『増訂正評註文章軌範』七巻三冊、内藤伝右衛門、1880 年 9 月 6
日版権免許・1883 年 3 月 29 日別製本御届・1883 年 3 月出板、1887 年 9 月 12 日検定
済（検：1883 年 9 月発行）
同『増訂続評註文章軌範』七巻三冊、内藤伝右衛門、1880 年 9 月 6 日版権免許・1883 年
[9]月［出版］、1887 年 9 月 12 日検定済
沈徳潜評点、川上広樹編『点註唐宋八大家文読本』三十巻十六冊、弦巻七十郎、1878 年 7
月 4 日版権免許・1882 年 2 月 16 日再版御届・1885 年 2 月 25 日三版御届・1885 年 3
月刻成出版、1888 年 3 月 27 日（師）
池田四郎次郎・山田準編『正文章軌範読本』、益友社、1892 年 7 月[4]日発行
同『正文章軌範読本』、益友社、1892 年 7 月 1 日発行・1897 年 3 月 17 日訂正再版
鈴木貞次郎編『標註正文章軌範読本』学生必読漢文学全書第二編、石川書店・興文社、1892
年 12 月 29 日発行
同『標註続文章軌範読本』学生必読漢文学全書第参編、石川書店・興文社、1893 年 4 月
2[5]日発行
岡野英太郎編『正続文章軌範読本』四冊、小山佐伝次、1893 年 4 月 10 日発行
深井鑑一郎・山田準編『教科適用   標註正文章軌範』、誠之堂書店、1898 年 4 月 25 日発
行
渡貫勇編『文章軌範鈔本』、三省堂書店、1900 年 2 月 8 日発行
興文社編『教科適用漢文叢書 文章軌範鈔』、興文社、1902 年 4 月 3 日発行
同『教科適用漢文叢書 文章軌範鈔（甲）』、興文社、1903 年 3 月 8 日訂正再版、1903 年
3 月 12 日検定済（検：「甲」字なし）
同『教科適要〔ママ〕漢文叢書 続文章軌範鈔』、興文社、1902 年 8 月[20]日発行
同『教科適用漢文叢書 続文章軌範鈔（甲）』、興文社、1903 年 3 月 8 日訂正再版、1903
年 3 月 12 日検定済（検：「甲」字なし）
東京高等師範学校附属中学校国語漢文研究会編『漢文読本 正続文章軌範抄』、大葉久吉・
吉岡平助、1908 年 11 月 5 日発行
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同『漢文読本   正続文章軌範抄』、大葉久吉・吉岡平助、1909 年 1 月 20 日訂正再版、1909
年 1 月 22 日検定済
近藤圭造編『続文章軌範纂評』三冊、前川善兵衛、1878 年 3 月 23 日版権免許
深井鑑一郎編『正続文章軌範鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 7 月 25 日発行
同『正続文章軌範鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 11 月 27 日訂正再版、1911 年 11 月
30 日検定済
興文社編輯所編『文章軌範鈔   附唐詩選鈔』、興文社、1912 年 7 月 18 日発行





月 24 日版権免許・1875 年 12 月出版
同『頼山陽増評八大家文読本』三十巻十冊、内藤伝右衛門、1879 年 5 月 15 日再版御届・
1879 年 7 月出版・1885 年 11 月 19 日三版御届・1886 年 2 月三版、1887 年 9 月 14 日
検定済（検：1886 年 1 月三版）
沈徳潜評点、魏源批選、石村貞一編『纂評唐宋八大家文読本』八巻、弐書堂、1878 年 3
月 20 日版権免許・1878 年 9 月刊
沈徳潜評点、井上揆編『纂評唐宋八大家文読本』三十巻十六冊、太田勘衛門、1878 年 3
月 8 日版権免許・1879 年 1 月出板
石川鴻斎編『簒評精注唐宋八大家文読本』二十二巻十二冊、前田円、1884 年 10 月 21 日
版権御届・1884 年 11 月出版・1885 年 1 月 21 日版権免許・1885 年 6 月出版
大森寛編、三島毅閲『唐宋八家文鈔』上下巻、吉川半七、1899 年 6 月 30 日発行、1900
年 10 月 4 日検定済
興文社編『教科適用漢文叢書   唐宋八家文鈔』、興文社、1901 年 8 月 8 日発行
同『教科適用漢文叢書 唐宋八家文鈔』、興文社、1902 年 2 月 23 日訂正再版、1902 年 2
月 26 日検定済
同『教科適用漢文叢書 唐宋八家文鈔続』、興文社、1901 年 8 月 26 日発行
興文社編輯所編『唐宋八家文鈔』、興文社、1911 年 9 月[8]日発行
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同『唐宋八家文鈔』、興文社、1912 年 2 月 5 日訂正再版、1912 年 2 月 9 日検定済
平井参編『中学漢文唐宋八家文鈔』、興文社、1902 年 12 月 12 日発行
同『中学漢文唐宋八家文鈔』、興文社、1903 年 7 月 5 日訂正再版、1903 年 7 月 5 日検定
済
国語漢文研究会編、簡野道明校『唐宋八家文鈔』、明治書院、1911 年 9 月 26 日発行
同『唐宋八家文鈔』、明治書院、1911 年 12 月 23 日訂正再版、1912 年 1 月 8 日検定済
宮本正貫編『唐宋八家文鈔』、小林竹雄、1911 年 12 月 14 日発行






林以西増補、川島楳坪編『纂評古文真宝後集』上下巻、長島為一郎、1879 年 4 月 25 日版
権免許・1880 年 1 月 28 日出版、採用可（小、中師）
興文社編輯所編『古文鈔』、興文社、1910 年 7 月 28 日発行
同『古文鈔』、興文社、1911 年 11 月 8 日訂正再版、1911 年 11 月 14 日検定済
深井鑑一郎編『古文真宝鈔』、宝文館、1910 年 11 月 15 日発行
同『古文真宝鈔』、宝文館、1911 年 2 月 15 日訂正再版、1911 年 2 月 24 日検定済
明清文
土屋栄・小尾輔明編『明清小文軌範』上下巻、土屋栄・小尾輔、1885 年 3 月 9 日官許・
1878 年 3 月 18 日版権免許
宮本正貫編『明清文唐宋八家文鈔』、小林竹雄、1911 年 12 月 24 日発行
同『明清文唐宋八家文鈔』、小林竹雄、1912 年 2 月 18 日訂正再版、1912 年 3 月 5 日検定
済（中師）
時文
伊藤松雄編『清国時文類纂』、明治書院、1901 年 1 月 1 日発行
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梁田邦彦編『標註支那時文読本』上下巻、宝文館、1904 年 1 月 22 日発行
国語漢文研究会編、簡野道明校『支那今体文読本』、明治書院、1905 年 1 月 3 日発行





于済・蔡正孫編、根津全孝訓点『唐宋聯珠詩格』上下巻、永尾銀次郎、1879 年 4 月 16 日
御届・1879 年 6 月 10 日出版
朱飲山著、小野湖山校、岸田吟香訓点『詩法纂論 一名金譜録要』上下巻、岸田吟香、1881




大郷穆編『文体明弁纂要』上中下巻、大郷穆、1877 年 8 月 27 日版権免許、1878 年新鐫、
採用可（中師）
頼襄選、頼又二郎増評『増評小文規則』、頼又二郎、1878 年 2 月 13 日版権免許・1878 年
6 月発兌
頼襄評選、村瀬褧校『古文典刑』上中下巻、和田茂十郎、1878 年 9 月 20 日御届・1878
年 11 月 1 日出版
［頼襄著］、児玉慎輯録『山陽先生書後』（封面：書語併題跋）上中下巻、春和堂日発行、
刊年不明
安井息軒著、谷口豊編『中学教科用書読書余適鈔』、沢村則辰、1902 年 4 月 21 日発行
同『中学教科用書読書余適鈔』、沢村則辰、1903 年 8 月 1 日訂正再版、1903 年 8 月 10 日
検定済
滝川亀太郎編『高等漢文 明清文鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 11 日発行
同『高等漢文 宋元文鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 11 日発行
同『高等漢文 標註宋元文鈔』、金港堂書籍、1906 年 9 月 8 日発行、1911 年 5 月 2 日訂正
再版
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同『高等漢文 漢唐文鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 15 日発行
同『高等漢文 標註漢唐文鈔』、金港堂書籍、1911 年 9 月 19 日発行
※唐詩→「文章軌範・続文章軌範」、楚辞→「戦国策」
史記（司馬遷）
藤沢南岳訓点『校訂史記評林』五十冊、岡島真七、1880 年 5 月 28 日出版御届・1881 年 5
月刻成
竹添進一郎編、竹添利鎌訓点『史記鈔』五巻・評註歴代古文鈔第四集、高木怡荘、 1884
年 5 月 10 日版権免許・1885 年 2 月 1 日刻成
秋山四郎編『史記鈔』上下巻、金港堂書籍、1896 年 4 月 16 日発行
太田保一郎編『中等教科史記鈔』上、八尾書店、1898 年 9 月 18 日発行
興文社編輯所編『史記鈔』、興文社、1908 年 3 月 29 日発行
同『史記鈔』、興文社、1908 年 12 月 15 日訂正再版、1908 年 12 月 18 日検定済
東京高等師範学校附属中学校国語漢文研究会編『漢文読本史記抄』、大葉久吉・吉岡平助、
1909 年 1 月 5 日発行
同『漢文読本史記抄』、大葉久吉・吉岡平助、1909 年 2 月 23 日訂正再版、1909 年 2 月 25
日検定済
国語漢文研究会編、簡野道明校『史記鈔』、明治書院、1911 年 9 月 26 日発行
同『史記鈔』、明治書院、1911 年 12 月 23 日訂正再版、1911 年 12 月 27 日検定済
宮本正貫編『史記鈔』、小林竹雄、1911 年 12 月 24 日発行
同『史記鈔』、小林竹雄、1912 年 2 月 18 日訂正再版、1912 年 3 月 4 日検定済（中師）
山本廉編、亀谷行閲『簒評史記列伝抄』、吉岡商店、1887 年 10 月 18 日版権免許・1887
年 11 月出板
『史記列伝』六巻、博聞社、1889 年 9 月 19 日 11 月 11 日発行
塚田淳五郎編『点註史記列伝』八巻、金刺源次ほか、1894 年 7 月 14 日―1897 年 1 月 26
日発行
村山自彊・中嶋幹事編『漢文読本 史記列伝鈔』四巻、明治書院、1899 年 1 月 27 日―4
月 17 日発行、1899 年 9 月 28 日検定済
興文社編『教科適用漢文叢書 史記列伝鈔』、興文社、1901 年 8 月 12 日発行
同『教科適用漢文叢書 史記列伝鈔』、興文社、1902 年 2 月 23 日訂正再版、1902 年 2 月
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26 日検定済
同『教科適用漢文叢書 史記列伝鈔続』、興文社、1901 年 12 月 31 日発行
同『教科適用漢文叢書 史記列伝抜萃』、興文社、1901 年 11 月 20 日発行、1902 年 2 月
18 日検定済
平井参編『中学漢文 史記伝鈔』二巻、興文社、1902 年 11 月 21 日発行
同『中学漢文史記伝鈔』甲乙篇、興文社、1902 年 11 月 18 日発行・1903 年 7 月 11 日―
13 日訂正再版、1903 年 7 月 17 日検定済
興文社編輯所編『史記戦国策鈔』、興文社、1908 年 12 月 15 日発行
同『史記戦国策鈔』、興文社、1909 年 2 月 23 日訂正再版、1909 年 2 月 25 日検定済
日本外史（頼山陽）
重野安繹・頼復・小笠原勝彦・岡千仞・木原元礼・堤正勝・大郷穆・野口之市編『編年日
本外史』十六巻、光啓社、1876 年 8 月 14 日版権免許、1887 年 6 月 16 日誤字正シ御届
検定済（歴史、1887 年 8 月 30 日）
保岡元吉校『校刻日本外史』二十二巻十二冊、松平基則、1875 年 10 月 23 日版権免許・
1885 年 3 月 3 日九刻、1887 年 12 月 21 日検定済（師）
京都府第一中学校編『中学読本日本外史鈔 楠氏』、中川清次郎ほか、1898 年 10 月 29 日
発行、1899 年 6 月 13 日検定済
同『中学読本日本外史鈔 豊臣氏』上中下巻、中川清次郎ほか、1899 年 7 月 14 日発行
同『中学読本日本外史鈔 豊臣氏』上中下巻、中川清次郎ほか、1899 年 9 月 15 日―1901
年 7 月 10 日訂正再版
興文社編輯所編『外史鈔 武田氏上杉氏織田氏』、興文社、1908 年 7 月 17 日発行
同『外史鈔 武田氏上杉氏織田氏』、興文社、1908 年 12 月 15 日訂正再版、1908 年 12 月
18 日検定済
同『外史鈔 豊臣氏徳川氏』、興文社、1909 年 5 月 29 日発行
同『外史鈔 豊臣氏徳川氏』、興文社、1910 年 1 月 28 日訂正再版、1910 年 2 月 18 日検
定済
同『外史鈔 源平氏北条氏』、興文社、1909 年 8 月 23 日発行
同『外史鈔 源平氏北条氏』、興文社、1910 年 1 月 28 日訂正再版、1910 年 2 月 17 日検
定済
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同『外史鈔 楠木氏新田氏足利氏』、興文社、1910 年 4 月 22 日発行
同『外史鈔 楠木氏新田氏足利氏』、興文社、1910 年 7 月 1 日発行・1911 年 11 月 15 日
訂正再版、1911 年 11 月 24 日検定済
東京高等師範学校附属中学校国語漢文研究会編『漢文読本 日本外史抄』、大葉久吉・吉岡
平助、1908 年 11 月 30 日発行
同『漢文読本 日本外史抄』、大葉久吉・吉岡平助、1909 年 2 月 23 日訂正再版、1909 年
2 月 26 日検定済
深井鑑一郎編『日本外史鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1910 年 10 月 23 日発行
同『日本外史鈔』、大葉久吉・吉岡平助、1911 年 1 月 30 日訂正再版、1911 年 2 月 10 日
検定済
明治書院編輯部編『新撰日本外史鈔』、明治書院、1910 年 11 月 19 日発行
同『新撰日本外史鈔』、明治書院、1911 年 2 月 27 日訂正再版、1911 年 3 月 6 日検定済
一戸隆次郎編『註解日本外史鈔』続篇、金港堂書籍、1911 年 11 月 28 日発行
丸井圭治郎編『日本外史 青年漢文教科書』、敬文館書房、1911 年 12 月 15 日発行
同『日本外史 青年漢文教科書』、敬文館書房、1912 年 12 月 15 日訂正再版、1912 年 12
月 19 日検定済
国語漢文研究会編、簡野道明校『日本外史鈔』、明治書院、1912 年 6 月 30 日発行
同『日本外史鈔』、明治書院、1912 年 12 月 27 日訂正版、1912 年 12 月 28 日検定済
十八史略（曾先之）
巌垣龍渓標記、巌垣東園（松苗）再校増補『標記増補十八史略』（本文：立斎先生標題解註
音釈十八史略）七巻、藤井孫兵衛ほか、1875 年 11 月 14 日版権免許・1879 年 1 月 28
日九刻再版御届
藤田久道編、増田貢校正『漢土歴代十八史略 附三史略』七巻、同盟書館、1879 年 5 月
24 日版権免許・1880 年 5 月 8 出版
近藤元粋編『箋註十八史略校本』七巻、中川勘助、1879 年 4 月 23 日版権免許・1880 年
10 月出版
土生柳平編『十八史略新註』巻一、村山元麿、1884 年 4 月 1[2]日版権免許・1884 年 11
月出板
陳殷音訳、関徳編『標註十八史略校本』七巻、花井卯助・大村安兵衛、1883 年 12 月 19
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日版権免許・1884 年 10 月刻成出版、1887 年 12 月 20 日検定済（師）
下森来治編『標註十八史略読本』上下巻・学生必読漢文学全書第四編、石川書店・興文社、
1893 年 5 月 1[7]日―8 月 7 日発行
井上揆編『標註十八史略読本』七巻、水野幸、1893 年 10 月 1[4]日発行
新楽金橘編『点註十八史略読本』上中下巻、宮崎道正、1895 年[2]月[5]日―1899 年 5 月
1[2]日発行
福田重政編『十八史略記事本末』三巻、吉川半七、1897 年 9 月 2 日発行、1898 年 10 月
13 日検定済
大槻修二（如電）編『校訂曾史鈔』上下巻、三木書店、1897 年 10 月 31 日発行
同『漢文教科 曾史鈔本』上下巻、三木書店、1899 年 1 月 4 日改題訂正再版、1899 年 1
月 27 日検定済
興文社編『教科適用漢文叢書   十八史略節要（甲）』上下巻、興文社、1902 年 1 月 31 日
―3 月 18 日発行
同『教科適用漢文叢書   十八史略節要（甲）』上下巻、興文社、1903 年 3 月 8 日訂正再版、
1903 年 3 月 12 日検定済（検：「甲」字なし）
同『教科適用漢文叢書   十八史略抜萃（甲）』、興文社、1903 年 9 月 21 日発行
同『教科適用漢文叢書 十八史略抜萃（乙）』、興文社、1903 年 9 月 21 日発行
同『教科適用漢文叢書 十八史略抜萃』、興文社、1915 年 9 月 12 日発行・1915 年 11 月 1
日訂正再版、1915 年 11 月 27 日検定済
桑原俊郎編『新点十八史略撮要』、興文社、1902 年 11 月 21 日発行
東京高等師範学校附属中学校国語漢文研究会編『漢文読本 十八史略抄』、大葉久吉・吉岡
平助、1908 年 10 月 1 日発行
同『漢文読本 十八史略抄』、大葉久吉・吉岡平助、1909 年 1 月 18 日訂正再版、1909 年
1 月 19 日検定済
深井鑑一郎編『十八史略鈔』、宝文館、1910 年 10 月 28 日発行
同『十八史略鈔』、宝文館、1911 年 1 月 30 日訂正再版、1911 年 2 月 21 日検定済
明治書院編輯部編『新撰十八史略鈔』、明治書院、1911 年 2 月 17 日発行
同『新撰十八史略鈔』、明治書院、1911 年 11 月 13 日訂正再版、1911 年 11 月 14 日検定
済
国語漢文研究会編、簡野道明校『十八史略鈔』、明治書院、1912 年 6 月 30 日発行
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同『十八史略鈔』、明治書院、1912 年 12 月 27 日訂正版、1912 年 12 月 28 日検定済
宮脇通赫編『続十八史略読本』五巻、山中市兵衛、1876 年 8 月版権免許
近古史談（大槻磐渓）
大槻如電・大槻文彦編『刪修近古史談』四巻、大槻修二、1881 年 8 月 16 日版権免許・1882
年 2 月 20 日刻成、採用科（小、中師）
同『刪修近古史談』四巻、大槻修二、1885 年 10 月刻成
同『刪修近古史談』四巻、大槻修二、1893 年 9 月[15]日訂正再版、1893 年 10 月 30 日検
定済
大槻文彦編『刪修近古史談』、大槻文彦、1881 年 8 月 16 版権免許・1893 年 9 月 11 日訂
正版・1898 年 3 月 1 日第十版
同『刪修近古史談』、大槻文彦、1898 年 9 月 21 日訂正版、1898 年 10 月 8 日検定済
同『標註刪修近古史談』上下巻、大槻文彦、1899 年 1 月 2 日標註発行、1899 年 1 月 31
日検定済
同『標註刪修近古史談』上下巻、大槻文彦、1912 年 2 月 5 日修正第四十版
同『標註刪修近古史談』上下巻、大槻文彦、1912 年 4 月 9 日修正第四十一版、1912 年 5
月 10 日検定済
大槻如電編『補正近古史談』上下巻、三木佐助、1896 年 3 月 17 日発行
同『補正近古史談』上下巻、三木佐助、1896 年 10 月 17 日訂正再版、1896 年 11 月 20 日
検定済
同『補正近古史談』上下巻、三木書店、1898 年 5 月 10 日六版
同『補正近古史談』上下巻、三木書店、1898 年 8 月 20 日訂正七版、1898 年 9 月 15 日検
定済
深井鑑一郎編『近古史談鈔』、宝文館、1910 年 10 月 23 日発行
同『近古史談鈔』、宝文館、1911 年 1 月 30 日訂正再版、1911 年 2 月 7 日検定済
国語漢文研究会編、簡野道明校『近古史談鈔』、明治書院、1911 年 5 月 23 日発行
同『近古史談鈔』、明治書院、1911 年 11 月 10 日訂正版、1911 年 11 月 14 日検定済
資治通鑑（司馬光）
興文社編『教科適用漢文叢書 資治通鑑鈔』、興文社、1901 年 10 月 15 日発行
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同『教科適用漢文叢書   資治通鑑鈔』、興文社、1901 年 10 月 25 日発行・1902 年 2 月 23
日訂正再版、1902 年 2 月 28 日検定済
興文社編輯所編『通鑑鈔 三国』、興文社、1909 年 5 月 29 日発行
同『通鑑鈔 三国』、興文社、1910 年 1 月 28 日訂正再版、1910 年 2 月 17 日検定済
同『通鑑鈔 唐太宗』、興文社、1910 年 6 月 16 日発行
同『通鑑鈔 唐太宗』、興文社、1911 年 12 月 28 日訂正再版
同『通鑑鈔 唐太宗』、興文社、1912 年 6 月 16 日訂正三版、1912 年 6 月 20 日検定済
滝川亀太郎編『高等漢文 資治通鑑鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 11 日発行
宮本正貫編『資治通鑑鈔』、小林竹雄、1911 年 12 月 24 日発行
同『資治通鑑鈔』、小林竹雄、1912 年 3 月 19 日訂正再版、1912 年 3 月 27 日検定済（中
師）
姚培謙・張景星録、陸奎勲参閲、増田貢編『通鑑擥要』十五巻、別所平七、1876 年 11 月
出版
葉向高編、坂田丈平校正『綱鑑精釆』二十巻、松村九兵衛、1877 年 5 月 23 日版権免許・
1878 年 11 月出版
諸理斎編、董其昌重校、陳継儒参閲、林厚徳校点、林厚徳校点、川田甕江・三島中洲校閲









宮脇通赫編『鼇頭評註春秋左氏伝校本』三十巻十五冊、山中市兵衛、1880 年 5 月 18 日出
版御届・1880 年 6 月 9 日出版
竹添進一郎編、竹添利鎌訓点『左伝鈔』四巻・評註歴代古文鈔第一集、高木怡荘、 1884
年 5 月 10 日版権免許・1884 年 9 月 10 日刻成
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春日仲淵編『中学漢文 左伝読本』、益友社、1898 年 4 月 23 日発行
新楽金橘編『点註左伝抄』四巻、内田老鶴圃、1898 年 5 月 19 日―1901 年 7 月 [3]1 日発
行
興文社編『教科適要〔ママ〕漢文叢書 左伝鈔』、興文社、1901 年 8 月 8 日発行







青山延光（佩弦斎）校『皇朝史略』十二巻十冊、文淵堂ほか、1874 年 5 月御免許・1875
年 5 月発兌
同『続皇朝史略』五巻三冊、青山勇、1875 年 12 月 19 日版権免許・1877 年 11 月再版
同『皇朝史略』十二巻五冊、青山勇、1886 年 10 月第四版
同『続皇朝史略』五巻三冊、青山勇、1886 年 10 月第四版
同『皇朝史略』［正］十二巻続五巻八冊、青山勇、1875 年 12 月 19 日版権免許・1889 年 1
月 14 日訂正再版、1889 年 1 月 17 日（師・歴史）
石村貞一編、大槻清崇（磐渓）刪定『続続皇朝史略』七巻、梶田喜蔵、1874 年 11 月御免
許、1875 年 4 月刻成
石村貞一編『訂正続続皇朝史略』（封面：訂正増補続続皇朝史略）七巻、石村貞一ほか、
1880 年 12 月 21 日板権免許 1881 年 1 月上木出版
国史略
巌垣松苗編、源言忠ほか校『国史略』五巻、藤井孫兵衛、1826 年 12 月刻成、1875 年 11
月 14 日版権免許、1876 年 6 月 1 日再版御届
菊池純編『国史略二編』五巻、藤井孫兵衛、1877 年 12 月 12 日出版版権御願・1877 年 12
月 24 日版権免許・1878 年 2 月刻成発兌・1880 年 12 月 7 日小本形別製本御届・1880
年 12 月刻成発兌
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谷寛得撰、小笠原勝修刪補『続国史略』五巻、柏悦堂、1873 年 1 月新刻
小笠原勝修編『続国史略後編』（版心：校正続国史略後編）五巻、柏悦堂、1876 年校正





年 5 月 10 日版権免許・1884 年 12 月 10 日刻成
興文社編『教科適用漢文叢書 戦国策鈔』、興文社、1901 年 10 月 15 日発行
滝川亀太郎編『高等漢文 戦国策楚辞鈔』、金港堂書籍、1905 年 9 月 11 日発行
同『高等漢文 標註戦国策左氏伝鈔』、金港堂書籍、1911 年 10 月 3 日発行
歴史書
頼山陽著『日本政記』八巻、梅村彦七ほか、1870 年 9 月免許・1874 年 1 月発兌
石村貞一編『日本略史』（題簽：小学科本日本略史）上中下巻、吉川半七、1881 年 6 月 1
日出版御願・1881 年 6 月 22 日版権免許・1882 年 2 月刻成免許
北川舜治編『明治新史』九巻、北川舜治、1875 年 9 月 27 日出版版権御願・1875 年 11 月
25 日―1877 年 8 月 18 日版権免許・1876 年 7 月 31 日―1877 年 10 月 12 日出版発兌
龍三瓦編『皇朝小史』十巻五冊、尾崎二英、1876 年 5 月 27 日板権免許・1876 年 9 月出
版
羽田尚徳編、亀谷行刪定『国史評林』八巻、清風閣・種玉堂、1877 年 9 月 7 日版権免許・
1878 年 6 月 20 日刻成
藤田久道編、増田貢校正『内国史略』五巻、藤田久道、1879 年 3 月 5 日版権免許・1879
年 5 月 15 日譲受御届
藤田久道編『漢文日本略史』三巻、青木輔清、1880 年 12 月 9 日版権免許・1881 年 2 月
刻成出版
同『漢文日本略史』三巻、青木輔清、1880 年 12 月 9 日版権免許・1881 年 2 月刻成出版・
1882 年 6 月 26 日分板御届
馬杉繁編『国史綱鑑』二十巻十冊、広瀬市蔵、1877 年 3 月 31 日版権免許・1879 年 7 月
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出版
重野安繹編『帝国史談』上下巻、富山房、1896 年 7 月[16]日発行
同『帝国史談』上下巻、富山房、1896 年 7 月 6 日発行・1896 年・11 月 1[2]日訂正再版、
1896 年 11 月 19 日検定済
呉兢撰、戈直集論『貞観政要』十巻、忠田吉兵衛、1623 年［刊］
竹添進一郎編、竹添利鎌訓点『国語鈔』評註歴代古文鈔第二集、高木怡荘、1884 年 5 月
10 日版権免許・1884 年 11 月 10 日刻成
同『漢書鈔』四巻・評註歴代古文鈔第五集、高木怡荘、1884 年 5 月 10 日版権免許・1885





11 月原板・1874 年 6 月官許改刻・1875 年 11 月 14 日版権免許
林正躬編『清国史略』三巻、竹岡文祐、1876 年 7 月 5 日御願・1876 年 7 月 25 日版権免
許
増田貢編、亀谷行校閲『清史攬要』六巻、亀谷行、1877 年 2 月 24 日―6 月 12 日版権免
許・1877 年 6 月―7 月出版
同『満清史略』上下巻、原亮三郎、1879 年 11 月 13 日版権免許・1880 年 4 月出版
石村貞一編『元明清史略』（題簽：明治新刻元明清史略）五巻、東生亀治郎、1877 年 9 月
25 日版権免許
佐藤楚材編『清朝史略』十一巻十二冊、内藤伝右衛門、1880 年 5 月 18 日版権免許・1881
年 10 月出版
同『清朝史略』六巻、内藤伝右衛門、1887 年 7 月 19 日別製本御届
同『清朝史略』六巻、内藤伝右衛門、1888 年 11 月 16 日訂正再版、1888 年 12 月５日検
定済（歴史）
佐久間舜一郎編『漢史簡覧』五巻、岡山県師範学校、1877 年 12 月 6 日版権免許・1878
年 7 日出版
同『漢史簡覧』五巻、佐久間舜一郎、1882 年 9 月 13 日版権免許・1883 年 10 月出版
同『改正標註漢史簡覧』五巻、西尾吉太郎、1887 年 8 月 7 日誤字訂正御届、1887 年 10
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月 18 日検定済（歴史）
大槻如電編『漢韓史談』上下巻、内田老鶴圃、1899 年 11 月 10 日発行
同『漢韓史談』上下巻、内田老鶴圃、1900 年 7 月 28 日訂正再版、1900 年 9 月 20 日検定
済
岡本監輔編、中村正直閲『万国史記』二十巻十冊、浅井吉兵衛、1878 年 6 月 27 日版権免
許・1879 年 5 月出版
漢訳洋書
阿部弘国訓点『漢訳伊蘇普譚』、英華書院原刻・青山清吉、1876 年 8 月 14 日版権免許・
1876 年 10 月 20 日出版発兌





合信著、福田敬業英訓『増補博物新編』四巻、和泉屋孝之助、1875 年 3 月鐫
［理雅格 ジェームズ・レッグ James Legge］、英華書院編『智環啓蒙』、［原田氏蔵版］、
1857 年活版印刷
丁韙良（ウィリアム・アレクサンダー・パーソンズ・マーティン William Alexander 
Parsons Martin）撰著、本山漸吉訓点『格物入門』七巻、鴈金屋清吉、1869 年官許
韋廉臣（アレキサンダー·ウィリアムソン Alexander Williamson）著、熊野与訓点、奥野
昌綱校訂『格物探原』五巻、原胤昭、1876 年 12 月 28 日版権免許・1878 年 10 月 5 日















































訂正箇所  誤  正  





19 頁 11 行  教科書に  教科書から  
21 頁 11 行  8 日  2 日  





29 頁下から 4 行  雅訓  雅馴  
37 頁下から 10 行  『標註漢文読本入門』  『中等教育標註漢文入門』  
37 頁注 93 村山自彊「凡例」、同編『中等教
育漢文学教科書』巻一、大倉保
五郎、1892 年 6 月  
深井鑑一郎「凡例」、同編『中等
教育標註漢文入門』、吉川半七、
1892 年 11 月  
38 頁注 96 前掲注 93 村山自彊「凡例」、同編『中等教
育漢文学教科書』巻一、大倉保
五郎、1892 年 6 月  
40 頁下から 1 行  不統  不統一  
46 頁 2 行  1822 年  1892 年  
50 頁 7 行  平素の学習  普段の習慣  
2 
 
61 頁下から 8 行  治めた  修めた  
69 頁注 157 前掲注 149、1 丁表―裏。  重野安繹・竹村鍛編『新撰漢文
講本入門』、富山房、1900 年 1
月訂正再版、1－2 頁。  
71 頁 3 行  是  之  





75 頁下から 7 行  次に、この時期の  次に、この時期の漢文教科書の
傾向を整理したい。  
86 頁 16 行  理・博物  理化・博物  
103 頁 5 行  発布勅語  発布直後  
114 頁注 236 2－4 頁  214 頁  
120 頁注 250 東久世尋常小学修身書  東久世前掲注 249 
122 頁注 255 田中前掲注 242、巻六。  日下部三之助編『新撰小学読本』
巻六、田沼太右衛門、1894 年 3
月訂正再版。  
126 頁 9 行  明治 13 年〔1880〕  明治 14 年〔1881〕  
127 頁注 259 前掲注 259 前掲注 55 
133 頁注 289 巻三、9 丁裏―10 丁表。  巻七、20 丁裏。  
152 頁注 343 80 頁  23 頁  
167 頁注 372 宮沢前掲注  前掲注 269 
193 頁 16 行  明らかにしこと  明らかにしたこと  
218 頁下から 1 行  1902 年・11・  1902 年 11 月  
 
